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は
じ
め
に

王
権
を
象
徴
し
、
代
々
の
王
に
継
承
さ
れ
て
い
く
ア
イ
テ
ム
を
レ

ガ
リ
ア
と
呼
ぶ
。
日
本
古
代
の
天
皇
を
象
徴
す
る
ア
イ
テ
ム
と
し
て

は
、
藤
原
仲
麻
呂
の
乱
の
際
に
孝
謙
太
上
天
皇
と
淳
仁
天
皇
と
で
正

統
な
王
権
行
使
者
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
も
の
と
し
て
争
奪
の
対
象

と
な
っ
た
鈴
印
（
駅
鈴
と
内
印
）
も
、
そ
の
意
味
で
は
レ
ガ
リ
ア
の

一
種
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
天
皇
を
象
徴
す
る
も
の
と

し
て
は
、
鏡
・
剣
・
曲
玉
の
い
わ
ゆ
る
三
種
の
神
器
が
特
に
重
視
さ

れ
、
現
代
で
は
天
皇
の
レ
ガ
リ
ア
、
す
な
わ
ち
三
種
の
神
器
と
い
う

理
解
が
常
識
化
し
て
い
る
。

た
だ
、
そ
れ
が
古
来
変
わ
ら
ず
に
そ
う
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
と

そ
う
で
は
な
く
、
元
々
二
種
で
あ
っ
た
も
の
が
、
あ
る
時
点
を
境
に

三
種
に
変
容
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
主
旨
で
あ

る
。王

権
を
象
徴
し
代
々
の
天
皇
に
継
承
さ
れ
る
も
の
と
し
て
日
本
の

律
令
が
規
定
し
て
い
る
の
が
、
神
璽
で
あ
る
。
し
か
し
、
神
璽
の
実

態
に
つ
い
て
は
見
解
の
一
致
を
み
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず
律
令
に
お
け
る
神
璽
の
実
態
を
調
べ
、

そ
の
後
、
上
古
な
い
し
律
令
制
定
時
よ
り
三
種
で
あ
っ
た
と
い
う
三

種
説
を
見
直
し
、
元
来
の
レ
ガ
リ
ア
が
律
令
か
ら
み
て
も
二
種
で

あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
出
発
点
に
、
律
令
よ
り
後
世
に

成
立
し
た
国
史
や
儀
式
書
に
記
さ
れ
て
い
る
践
祚
の
史
料
よ
り
、
二

種
か
ら
三
種
へ
と
レ
ガ
リ
ア
が
変
容
し
た
時
期
と
そ
の
要
因
に
つ
い

て
論
究
し
、天
皇
の
権
威
の
構
築
過
程
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

日
本
古
代
に
お
け
る
「
レ
ガ
リ
ア
」
の
変
容

― 

「
二
種
の
神
璽
」
か
ら
「
三
種
の
神
器
」
へ
と
な
っ
た
背
景
を
中
心
に 

―
堤　

 　
　
　

稜　

 

馬
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一
、
神
璽
に
関
す
る
諸
説
と
私
見

は
じ
め
に
で
述
べ
た
通
り
、
日
本
に
お
い
て
、
古
来
天
皇
の
レ
ガ

リ
ア
は
「
神
璽
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
日
本
の
律
令
や
『
日

本
書
紀
』
な
ど
の
史
料
が
編
纂
さ
れ
始
め
た
飛
鳥
時
代
か
ら
奈
良
朝

へ
の
転
換
期
に
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
神
璽
の
研

究
は
主
に
日
本
律
令
の
賊
盗
律
神
璽
条
、
神
祇
令
践
祚
条
、
後
宮
職

員
令
蔵
司
条
、
公
式
令
天
子
神
璽
条
の
四
つ
の
条
文
よ
り
行
わ
れ
て

き
て
い
る
。
従
っ
て
、
ま
ず
は
私
見
を
述
べ
る
前
に
、
こ
れ
ま
で
の

律
令
に
お
け
る
神
璽
に
関
す
る
先
学
研
究
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

古
く
は
津
田
左
右
吉
氏（

（
（

が
、
四
つ
あ
る
条
文
の
中
で
公
式
令
天
子

神
璽
条
の
「
天
子
神
璽
」
は
、『
令
義
解
』
同
条
に
「
践
祚
之
日
寿
璽
」

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
天
子
神
璽
」
は
鏡
・
剣
で
は

な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
鏡
・
剣
は
本
来
公
式
令
に

規
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
こ
の
神
璽
は
何
ら
か
の
文
字
を

刻
し
た
印
で
あ
っ
た
と
推
測
し
、
神
祇
令
の
「
神
璽
」
と
は
異
な
る

と
位
置
付
け
て
い
る
。

次
に
、瀧
川
政
次
郎
氏（

（
（

は
、ま
ず
賊
盗
律
の
「
神
璽
」
に
関
し
「
神

璽
」
は
宮
中
の
三
種
の
神
器
で
あ
っ
て
、
律
の
「
神
璽
」
は
宝
鏡
・

宝
剣
を
指
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
続
け
て
、神
祇
令
の
「
神
璽
」

は
「
神
璽
之
鏡
剣
」
で
あ
っ
て
、「
璽
」
に
擬
せ
ら
れ
る
鏡
、
玉
、

剣
三
種
の
神
器
の
意
で
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、神
祇
令
に
み
え
る「
神

璽
」
は
宮
中
に
あ
る
三
種
の
神
器
で
あ
る
と
位
置
付
け
て
い
る
。
ま

た
、
公
式
令
の
「
天
子
神
璽
」
に
関
し
て
は
、
同
条
の
文
中
に
「
宝

而
不
レ
用
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
唐
令
の
条
文
を
模
し
た
も

の
で
あ
り
、
中
国
に
お
い
て
は
、
意
義
の
あ
る
文
章
で
あ
っ
た
が
、

我
が
国
の
神
璽
は
鏡
、
玉
、
剣
で
あ
る
た
め
、
日
本
の
公
式
令
天
子

神
璽
条
に
み
え
る
「
宝
而
不
レ
用
」
と
い
う
文
章
は
意
味
を
有
し
て

い
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
瀧
川
氏
は
全
体
を
通

し
て
天
皇
の
レ
ガ
リ
ア
は
鏡
・
玉
・
剣
の
三
種
で
あ
っ
た
と
位
置
付

け
て
い
る
。

井
上
光
貞
氏（

（
（

は
、「
神
璽
」
に
つ
い
て
、
神
祇
令
の
「
神
璽
」
は

条
文
に
「
神
璽
之
鏡
剣
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
神

璽
」
は
鏡
・
剣
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
公
式
令
天
子
神
璽

条
の
「
天
子
神
璽
」
は
、
同
条
の
文
中
に
「
天
子
神
璽
、
謂
践
祚
之

日
寿
璽
、
宝
而
不
レ
用
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
神
璽
は
践
祚
の

時
に
授
受
さ
れ
る
印
と
解
釈
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
し
、
令
で
は

践
祚
の
時
に
授
受
さ
れ
る
も
の
に
鏡
剣
お
よ
び
神
璽
（
印
）
の
三
つ

を
規
定
し
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、「
璽
」
が
神
器
一
般
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を
指
し
た
か
、
印
・
玉
を
指
し
た
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
と
述
べ
て

い
る
。

黛
弘
道
氏（

（
（

は
、「
神
璽
」
は
旧
説
の
如
く
「
八
尺
瓊
之
曲
玉
」
で

あ
る
と
述
べ
、「
神
璽
」
を
印
そ
の
も
の
と
は
考
え
難
い
と
し
、
材

質
は
玉
類
の
可
能
性
も
あ
り
、
翡
翠
の
勾
玉
を
も
っ
て
「
神
璽
」
と

想
像
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
述
べ
て
い

る
。
ま
た
、
公
式
令
の
「
神
璽
」
は
、「
内
印
」「
外
印
」
以
下
の
印

章
と
列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
神
祇
令
の
「
神
璽
之
鏡
剣
」
を

含
ま
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
結
論
で

は
「
こ
の
論
旨
は
必
ず
し
も
明
快
な
ら
ず
、
甚
だ
不
満
で
あ
る
」
と

述
べ
て
お
り
結
論
的
な
言
及
は
控
え
て
い
る
。
ま
た
、
黛
氏
は
本
文

に
て
「
旧
説
の
如
く
…
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
旧
説
と
は
幕
末

の
学
者
で
あ
る
近
藤
芳
樹
氏（

（
（

の
説
と
考
え
ら
れ
る
。
近
藤
氏
は
、
神

祇
令
の
「
神
璽
」
は
鏡
剣
で
あ
り
、
公
式
令
・
賊
盗
律
の
「
神
璽
」

は
曲
玉
と
述
べ
て
い
る
。

川
北
靖
之
氏（

（
（

は
、
神
祇
令
の
「
神
璽
」
は
同
条
文
中
に
「
神
璽
之

鏡
剣
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
神
璽
が
鏡
剣
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま

た
、
後
宮
職
員
令
の
「
神
璽
」
は
『
令
集
解
』
同
条
に
古
記
の
「
神

璽
、
謂
践
祚
之
日
、
忌
部
上
神
璽
之
鏡
剣
也
」
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
他
に
「
神
璽
」
の
註
釈
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、「
神
璽
之
鏡
剣
」

に
対
し
て
の
異
説
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
公
式
令
の
「
天
子
神
璽
」
は
、
具
体
性
を
欠
く
が
本
注

の
書
き
方
か
ら
し
て
、
神
祇
令
践
祚
条
を
意
識
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
、
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
公
式
令
の
「
神
璽
」
も
鏡
剣
を
指
し
て
い

る
と
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
賊
盗
律
の
「
神
璽
」
も
鏡
剣
と
す
る

こ
と
に
支
障
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

以
上
が
、
律
令
に
お
け
る
神
璽
の
代
表
的
な
先
学
研
究
で
あ
り
、

主
に
神
祇
令
と
公
式
令
を
用
い
て
研
究
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え

る
。
そ
し
て
、
瀧
川
氏
は
曲
玉
も
加
え
て
い
る
が
、
ど
の
研
究
も
神

祇
令
の
「
神
璽
」
に
関
し
て
は
鏡
剣
で
あ
る
と
す
る
点
で
一
致
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、公
式
令
の
「
神
璽
」
に
関
し
て
は
、

津
田
氏
や
井
上
氏
が
、
こ
れ
は
印
で
あ
る
と
論
じ
、
瀧
川
氏
は
、
こ

れ
は
意
味
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
、
黛
氏
と
近

藤
氏
は
、
こ
れ
は
少
な
く
と
も
曲
玉
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
述

べ
、
川
北
氏
は
、
こ
れ
は
神
祇
令
と
同
様
、
鏡
剣
を
指
し
て
い
る
と

述
べ
て
お
り
、
多
数
の
説
が
並
行
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

こ
こ
ま
で
、律
令
に
お
け
る
神
璽
の
先
学
の
解
釈
を
み
て
き
た
が
、

筆
者
は
概
ね
川
北
氏
の
説
が
妥
当
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
具
体
的

に
次
に
述
べ
る
。

ま
ず
、『
令
集
解
』
神
祇
令
践
祚
条
を
み
る
と
、
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謂
、
璽
信
也
。
猶
レ
云
二
神
明
之
徴
信
一
。
此
即
以
二
鏡
剣
一
称

レ
璽
。
釈
云
、
神
璽
鏡
剣
也
。
唐
令
所
レ
云
璽
者
、
以
二
白
玉
一

為
二
之
印
一
也
。
帝
王
世
歴
云
、
秦
制
伝
国
璽
是
。
風
俗
各
別
。

（
後
略
）

と
記
さ
れ
て
お
り
、
令
文
の
「
神
璽
之
鏡
剣
」
に
つ
い
て
、
義
解
で

は
璽
は
鏡
・
剣
で
あ
る
と
し
、
令
釈
で
も
神
璽
は
鏡
・
剣
を
い
う
の

で
あ
っ
て
唐
令
の
璽
が
印
を
意
味
す
る
の
と
は
異
な
る
と
し
て
い

る
。
以
上
よ
り
、
神
祇
令
に
お
け
る
璽
の
解
釈
と
し
て
明
法
家
の
間

で
は
、
本
条
の
神
璽
は
鏡
・
剣
と
す
る
理
解
の
一
致
が
窺
え
る
。

次
に
、『
令
集
解
』
後
宮
職
員
令
蔵
司
条
を
み
る
と
、

古
記
云
、
神
璽
、
謂
二
践
祚
之
日
、
忌
部
上
神
璽
之
鏡
剣
一
也
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
古
記
は
、
神
璽
と
は
践
祚
の
日
に
忌
部
氏
が
上

る
「
神
璽
之
鏡
剣
」
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
古
記

も
神
璽
＝
鏡
・
剣
と
み
る
の
は
確
か
で
あ
り
、
践
祚
条
と
蔵
司
条
の

神
璽
は
同
一
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
賊
盗
律
神
璽
条
を
み
る
と
、

凡
盗
二
神
璽
一
者
絞
。〈
謂
、
践
祚
之
日
寿
璽
。〉
関
契
・
内
印
・

駅
鈴
者
、
遠
流
。（
後
略
）

と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
本
条
の
文
中
に
は
「
践
祚
之
日
寿
璽
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
蔵
司
条
と
同
様
、
神
祇
令
践
祚
条
の
「
践
祚

之
日
」
に
依
っ
て
お
り
、
践
祚
に
関
わ
る
璽
と
い
う
こ
と
が
読
み
取

れ
る
た
め
、
賊
盗
律
の
「
神
璽
」
も
神
祇
令
践
祚
条
の
「
神
璽
」
つ

ま
り
鏡
・
剣
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
公
式
令
天
子
神
璽
条
の
「
天
子
神
璽
」
は
、『
令
集
解
』

公
式
令
同
条
を
み
る
と
、
天
子
神
璽
に
つ
い
て
、

謂
、
此
条
不
レ
称
レ
凡
者
、
依
二
唐
令
一
。
平
闕
之
上
、
皆
无
二

諸
字
一
。故
此
令
、亦
不
下
以
二
凡
字
一
加
中
平
闕
之
上
上
。（
中
略
）

釈
云
、
天
子
神
璽
此
別
条
也
。
上
条
天
子
平
出
。
故
不
レ
居
二

凡
字
一
。（
後
略
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
平
出
に
関
す
る
註
釈
し
か
さ
れ
て

お
ら
ず
、
神
璽
そ
の
も
の
の
註
釈
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
川

北
氏
は
公
式
令
の
「
天
子
神
璽
」
は
具
体
性
を
欠
く
が
、「
謂
、
践

祚
之
日
寿
璽
」
と
い
う
本
注
の
書
き
方
か
ら
し
て
、
神
祇
令
の
践
祚

条
を
意
識
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、川
北
氏
は
続
け
て
、

も
し
も
公
式
令
の
神
璽
が
鏡
・
剣
を
意
味
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

本
注
に
て
具
体
的
に
同
条
の
「
神
璽
」
の
内
容
を
規
定
す
る
と
考
え
、

『
令
集
解
』
で
も
諸
説
が
神
璽
に
関
し
て
何
も
述
べ
な
い
の
は
、
本

条
の
「
天
子
神
璽
」
が
神
祇
令
の
「
神
璽
之
鏡
剣
」
と
同
じ
で
あ
る

た
め
、
と
説
い
て
い
る（

（
（

。

こ
の
川
北
氏
の
公
式
令
に
関
す
る
論
は
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
ら
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れ
る
。
同
条
で
は
、
神
璽
は
「
践
祚
之
日
寿
璽
」
で
あ
る
と
し
て
お

り
、
こ
れ
は
蔵
司
条
の
「
践
祚
之
日
」
や
賊
盗
律
の
「
践
祚
之
日
寿

璽
」
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
川
北
氏
の
指
摘
の
通
り
、
筆
者

も
公
式
令
の
「
天
子
神
璽
」
は
神
祇
令
を
意
識
し
て
い
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
註
釈
に
て
神
璽
の
内
容
を
述
べ
て
い
な
い
の
は
、
神
祇
令
の

「
神
璽
」
と
同
じ
も
の
を
指
し
て
い
る
た
め
と
い
う
考
え
も
、
前
条

の
事
柄
を
後
条
に
て
省
略
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
た
め
、
筆
者
も

こ
の
考
え
が
妥
当
と
考
え
る
。

以
上
、
四
つ
の
律
令
の
条
文
に
お
け
る
神
璽
の
条
文
の
検
討
を
通

じ
て
、「
神
璽
」
は
神
祇
令
践
祚
条
に
記
さ
れ
て
い
る
「
神
璽
之
鏡
剣
」

つ
ま
り
鏡
・
剣
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
。

二
、
書
紀
か
ら
み
る
鏡
剣
と
曲
玉

前
節
に
て
律
令
に
み
ら
れ
る
神
璽
は
鏡
・
剣
を
指
し
て
い
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
律
令
に
お
け
る
神
璽
が
鏡
・
剣

で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
当
時
の
天
皇
の
レ
ガ
リ
ア
は
二
種
で
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
段
階
で
は
曲
玉
は
未
だ
天
皇
の

レ
ガ
リ
ア
の
一
つ
と
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
節

で
は
こ
の
二
種
説
を
律
令
制
定
時
に
は
鏡
・
剣
と
曲
玉
と
が
一
線
を

画
し
て
い
た
こ
と
を
『
日
本
書
紀
』
よ
り
考
証
す
る
こ
と
で
補
強
し

た
い
。
そ
こ
で
、
以
下
、
当
時
の
人
々
は
鏡
・
剣
を
ど
の
よ
う
な
位

置
づ
け
に
捉
え
て
い
た
の
か
を
『
日
本
書
紀
』
を
中
心
に
み
て
い
く
。

ま
ず
、『
日
本
書
紀
』
崇
神
天
皇
六
年
条
を
み
て
み
る
。

六
年
、
百
姓
流
離
。
或
有
二
背
叛
一
。
其
勢
難
二
以
レ
徳
治
一
之
。

是
以
晨
興
夕
惕
、
請
二
罪
神
祇
一
。
先
レ
是
、
天
照
大
神
・
倭
大

国
魂
二
神
、
並
二
祭
於
天
皇
大
殿
之
内
一
。
然
畏
二
其
神
勢
一
共

住
不
レ
安
。
故
以
二
天
照
大
神
一
、
託
二
豊
鍬
入
姫
命
一
。
祭
二

於
倭
笠
縫
邑
一
。（
後
略
）

崇
神
天
皇
の
時
代
に
天
照
大
神
の
神
威
が
畏
れ
ら
れ
天
照
大
神
を
奉

遷
さ
せ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
日
本
書
紀
』
神
代

下
第
九
段
〈
第
二
〉
の
一
書
に
は
、

是
時
天
照
大
神
手
持
二
宝
鏡
一
、
授
二
天
忍
穂
耳
尊
一
、
而
祝
之

曰
、
吾
児
、
視
二
此
宝
鏡
一
、
当
レ
猶
レ
視
レ
吾
。
可
三
与
同
レ
床

共
レ
殿
、
以
為
二
斎
鏡
一
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
吾
」
は
天
照
大
神
の
こ
と
で
あ
る
た

め
、
鏡
が
天
照
大
神
の
依
り
代
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
れ

を
踏
ま
え
る
と
崇
神
天
皇
六
年
条
に
記
さ
れ
て
い
る
天
照
大
神
の
奉

遷
は
鏡
を
奉
遷
さ
せ
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
を
み

る
と
『
日
本
書
紀
』
垂
仁
天
皇
廿
五
年
三
月
丙
辰
条
に
は
、
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離
二
天
照
大
神
於
豊
耜
入
姫
命
一
、
託
二
于
倭
姫
命
一
。
爰
倭
姫

命
求
下
鎮
二
坐
大
神
一
之
處
上
、
而
詣
二
菟
田
筱
幡
一
。
更
還
之

入
二
近
江
国
一
、
東
廻
二
美
濃
一
到
二
伊
勢
国
一
。
時
天
照
大
神

誨
二
倭
姫
命
一
曰
、是
神
風
伊
勢
国
、則
常
世
之
浪
重
浪
帰
国
也
。

傍
国
可
怜
国
也
。
欲
レ
居
二
是
国
一
。
故
随
二
大
神
教
一
、
其
祠

立
二
於
伊
勢
国
一
。
因
興
二
齋
宮
于
五
十
鈴
川
上
一
。
是
謂
二
磯

宮
一
。
則
天
照
大
神
始
自
レ
天
降
之
処
也
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
鏡
は
宮
中
よ
り
出
た
後
、
最
終
的
に
は
伊
勢
の

地
に
て
鎮
座
を
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
続
い
て
『
日
本
書
紀
』

景
行
天
皇
四
十
年
十
月
癸
丑
条
中
の
戊
午
の
日
を
み
る
と
、

日
本
武
尊
発
路
之
。
戊
午
、
抂
レ
道
拝
二
伊
勢
神
宮
一
。
仍
辞
二

于
倭
姫
命
一
曰
、
今
被
二
天
皇
之
命
一
、
而
東
征
将
レ
誅
二
諸
叛

者
一
。
故
辞
之
。
於
レ
是
倭
姫
命
取
二
草
薙
剣
一
、
授
二
日
本
武

尊
一
曰
、
慎
之
。
莫
レ
怠
也
。（
傍
線
筆
者
）

と
記
さ
れ
て
お
り
、
日
本
武
尊
が
伊
勢
に
赴
き
倭
姫
命
に
面
会
し
、

剣
も
宮
中
か
ら
伊
勢
に
奉
遷
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
点
に
注

目
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
者
は
、
鏡
・
剣
は

宮
中
よ
り
出
さ
れ
伊
勢
へ
奉
遷
さ
れ
た
と
い
う
考
え
で
右
記
の
話
を

記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
鏡
は
前
段
に
て
天
照
大
神
の
依
り
代
で
あ
る
と

述
べ
た
が
、
剣
も
ま
た
天
照
大
神
の
依
り
代
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い

た
と
考
え
る
。
こ
れ
は
『
令
義
解
』
の
神
祇
令
践
祚
条
に
「
謂
、
璽

信
也
。
猶
レ
云
二
神
明
之
徴
信
一
。
此
即
以
二
鏡
剣
一
称
レ
璽
。」
と
記

さ
れ
て
お
り
、こ
れ
に
よ
り
「
璽
」
は
鏡
剣
で
あ
る
と
断
定
で
き
る
。

そ
し
て
、
文
中
に
「
猶
レ
云
二
神
明
之
徴
信
一
。」
と
あ
り
、「
神
明
」

は
天
照
大
神
の
意
で
あ
る
た
め
、
こ
の
文
は
「
天
照
大
神
の
あ
か
し

を
云
う
」
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
令
義
解
』
で
鏡
剣
は
神

明
（
＝
天
照
大
神
）
の
徴
信
（
＝
依
り
代
）
と
明
確
に
記
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
剣
も
天
照
大
神
の
依
り
代
で
あ
っ
た
可
能
性
が
極
め
て

高
い
。
従
っ
て
、少
な
く
と
も
『
日
本
書
紀
』
成
立
か
ら
『
令
義
解
』

成
立
ま
で
の
期
間
は
剣
も
鏡
と
共
に
天
照
大
神
の
依
り
代
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
日
本
書
紀
』
で
は
鏡
と
剣
が
奉
遷
さ
れ
た
理
由
を
、
天
皇
が
天

照
大
神
の
神
威
を
畏
れ
た
た
め
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
段
に
て

鏡
・
剣
は
天
照
大
神
の
依
り
代
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
前

述
し
た
。
従
っ
て
、『
日
本
書
紀
』
に
「
然
畏
二
其
神
勢
一
」
と
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
日
本
書
紀
』
成
立
の
時
点
で
は
、
鏡
剣
は

畏
れ
多
い
と
意
識
さ
れ
る
至
宝
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

一
方
、
曲
玉
に
つ
い
て
は
、
仮
に
『
日
本
書
紀
』
成
立
時
よ
り
至
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宝
の
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
鏡
・
剣
と
同
様
、
天
照
大
神

の
依
り
代
と
位
置
付
け
ら
れ
『
日
本
書
紀
』
に
て
鏡
・
剣
と
共
に
伊

勢
へ
奉
遷
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、実
際
、

曲
玉
は
宮
中
よ
り
奉
遷
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
史
料
は
な
い
。
そ
の

た
め
、『
日
本
書
紀
』
成
立
時
の
曲
玉
は
神
璽
の
位
置
づ
け
、
ま
た

は
至
宝
（
＝
天
照
大
神
の
依
り
代
）
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
曲
玉
は

数
あ
る
天
皇
の
宝
物
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、『
日
本
書
紀
』
を
中
心
に
、
鏡
・
剣
の
あ
り
方
を
み
て
き
た
。

歴
史
的
事
実
か
ど
う
か
、ま
た
年
代
の
特
定
は
困
難
で
あ
る
に
せ
よ
、

『
日
本
書
紀
』
成
立
時
の
認
識
に
つ
い
て
、
曲
玉
に
つ
い
て
は
そ
の

説
話
が
な
い
た
め
、
玉
が
鏡
・
剣
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
こ
と
は
、

こ
れ
に
よ
り
確
か
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、本
節
で
挙
げ
た『
日

本
書
紀
』
と
『
令
義
解
』
の
史
料
は
曲
玉
の
異
質
性
を
示
す
証
左
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
践
祚
の
際
に
新
帝
に
継
承
さ
れ
る
宝
物
の
変
遷

前
章
に
て
、
律
令
に
み
え
る
天
皇
の
神
璽
（
レ
ガ
リ
ア
）
は
鏡
・

剣
の
二
種
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
き
た
が
、
そ
う
考

え
る
と
一
つ
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
疑
問
が
生
じ
る
。そ
れ
は
、

現
代
の
レ
ガ
リ
ア
は
曲
玉
も
加
わ
っ
た
三
種
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
天
皇
の
レ
ガ
リ
ア
は
、
あ
る
日
を
境
に

二
種
か
ら
三
種
へ
と
変
容
し
た
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
、
二
種
説

を
唱
え
る
研
究
者
は
前
章
で
挙
げ
た
川
北
氏
が
い
る
。
し
か
し
、
二

種
説
の
立
場
に
立
つ
場
合
で
も
、
二
種
か
ら
三
種
へ
と
変
わ
っ
た
時

期
は
い
つ
な
の
か
、
と
い
う
問
題
を
明
確
に
論
じ
て
い
る
研
究
は
見

受
け
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
国
史
に
記
さ
れ
て
い
る
譲
位

と
平
安
朝
の
儀
式
書
よ
り
、
平
安
朝
の
レ
ガ
リ
ア
な
ら
び
に
そ
れ
に

准
ず
る
宝
物
の
変
遷
を
確
か
め
、
曲
玉
も
加
わ
っ
た
三
種
の
宝
物
の

成
立
時
期
を
考
証
す
る
。

ま
ず
は
、
平
城
天
皇
か
ら
朱
雀
天
皇
ま
で
の
受
禅
（
＝
践
祚
）
に

関
す
る
史
料
と
平
安
朝
の
儀
式
書
を
年
代
順
に
み
て
い
く
こ
と
と
す

る
。
こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
、
践
祚
の
際
に
新
帝
に
継
承
さ
れ
た
宝
物

の
内
容
に
着
目
し
、そ
の
対
応
関
係
が
わ
か
る
よ
う
に
一
覧
す
る
と
、

表
１
の
よ
う
に
な
る（

（
（

。

表
１
よ
り
鈴
印
は
一
部
の
史
料
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
歴

代
の
新
帝
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
一
方
で

剣
は
時
代
が
下
る
と
変
容
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
ａ
の
場
合
、

一
見
、
璽
（
曲
玉
）
と
剣
櫃
（
草
薙
剣
）
を
東
宮
（
平
城
天
皇
）
に

奉
っ
て
い
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
剣
櫃
」
は
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g f e d c b a
光
孝

陽
成

清
和

文
徳

文
徳

平
城

新
帝

天
子
璽
綬

神
鏡

宝
剣

天
子
神
璽

宝
剣

節
剣

天
子
神
璽

天
子
神
璽

天
子
神
璽

璽 神
璽

伝
国
璽
櫃

宝
剣
・

符
節

宝
剣
・

符
節

宝
剣
・

符
節

剣
櫃

大
刀
契

鈴 鈴 鈴 駅
鈴

印 印 印 内
印

天
皇
在
二
東
二
条
宮
一
。
親
王
公
卿
奉
二
天
子
璽
綬
神
鏡
宝
剣
等
一
。

皇
太
子
受
二
天
子
神
璽
宝
剣
一
。

内
侍
持
二
節
剣
一
追
従
。
所
司
供
二
奉
御
輿
一
。
皇
帝
辞
而
不
レ
駕
。
衛
陣
警
蹕
。
少

納
言
一
人
率
二
大
舎
人
等
一
、持
二
伝
国
璽
櫃
一
追
従
。
次
少
納
言
一
人
率
二
大
舎
人
・

闈
司
等
一
、
持
二
鈴
・
印
鑰
等
一
、
進
二
於
今
上
御
所
一
。
次
近
衛
少
将
率
二
近
衛
等
一
、

持
二
供
御
雑
器
一
進
二
同
所
一
。
訖
今
上
御
二
春
宮
坊
一
。
諸
衛
警
蹕
・
侍
衛
如
レ
常
。

文
徳
天
皇
崩
二
於
冷
泉
院
新
成
殿
一
。（
中
略
）
大
納
言
正
三
位
兼
行
右
近
衛
大
将

民
部
卿
陸
奥
出
羽
按
察
使
安
倍
朝
臣
安
仁
率
二
従
五
位
下
守
左
近
衛
少
将
兼
行
備

前
権
介
坂
上
大
宿
祢
当
道
・
従
五
位
上
守
右
近
衛
少
将
兼
行
伊
勢
権
介
藤
原
朝
臣

有
貞
・
将
監
已
下
一
、
奉
二
天
子
神
璽
宝
剣
節
符
鈴
印
等
於
皇
太
子
直
曹
一
。

仁
明
皇
帝
崩
二
於
清
涼
殿
一
。
于
レ
時
皇
太
子
下
レ
殿
、
御
二
宣
陽
殿
東
庭
休
盧
一
。

左
右
大
臣
率
二
諸
卿
及
少
納
言
左
右
近
衛
少
将
等
一
、
献
二
天
子
神
璽
宝
剣
符
節
鈴

印
等
一
。

地
震
。
帝
崩
二
於
清
涼
殿
一
。（
中
略
）　

参
議
従
四
位
上
左
兵
衛
督
藤
原
朝
臣
助
率
二

左
右
近
衛
少
将
々
曹
等
一
、
賚
二
天
子
神
璽
宝
剣
符
節
鈴
印
等
一
。
奉
二
於
皇
太
子

直
曹
一
。

次
璽
幷
剣
櫃
奉
二
東
宮
一
。

記
事

『
日
本
三
代
実
録
』

元
慶
八
年
二
月
四
日

乙
未
条

『
日
本
三
代
実
録
』

貞
観
十
八
年
十
一
月
廿

九
日
壬
寅
条

『
儀
式
』

　

 

譲
国
儀

『
日
本
三
代
実
録
』

天
安
二
年
八
月
廿
七
日

乙
卯
条

『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』

嘉
祥
三
年
三
月
己
亥
条

『
続
日
本
後
紀
』

嘉
祥
三
年
三
月
己
亥
条

『
日
本
後
紀
』

大
同
元
年
三
月
辛
巳
条

出
典

表
１　

践
祚
の
際
、
新
帝
に
追
従
さ
れ
た
宝
物
一
覧
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m ｌ k j i h
朱
雀

宇
多

宇
多

神
璽

宝
剣
（
等
）

神
璽

宝
剣

神
璽
等

天
子
神
璽

宝
剣

璽
筥

御
剣

天
子
神
璽

宝
剣

伝
国
璽
櫃

伝
国
璽
櫃

伝
国
璽
櫃

鈴 鈴 鈴

印 印 印

新
帝
下
拝
舞
。〔
雨
儀
於
二
宣
陽
殿
西
庇
一
拝
舞
、
晴
去
レ
階
一
丈
。〕
内
侍
等
以
二

神
璽
等
一
相
従
、
新
帝
就
二
御
在
所
一
奉
レ
置
、
内
侍
被
レ
奉
二
御
衣
・
笏
一
、〔
入�

レ
筥
居
レ
机
有
レ
覆
女
官
等
昇
、〕少
納
言〔
二
人
、大
舎
人
、〕持
二
伝
国
璽
櫃
一
追
従
、

少
納
言
〔
大
舎
人
闈
司
持
二
鈴
印
一
、
進
二
今
上
御
在
所
一
、〕
少
将
持
二
供
御
雑
器
一

進
レ
之
、
近
衛
始
二
警
蹕
一
。

内
侍
二
人
〔
典
侍
・
掌
侍
各
一
人
。〕
持
二
神
璽
・
宝
剣
一
候
二
前
後
一
。〔
今
上
降
二

南
階
一
之
間
、
内
侍
二
降
東
階
一
、
待
二
候
還
御
一
。
儀
式
云
、
少
納
言
一
人
、
率
二

大
舎
人
等
一
、
持
二
伝
国
璽
櫃
一
追
従
。
次
少
納
言
一
人
、
率
二
大
舎
人
・
闈
司
等
一
、

持
二
鈴
・
印
鑰
等
一
、
進
二
於
今
上
御
所
一
。
云
々
。〕

新
帝
下
拝
舞
。〔
雨
儀
、
下
レ
自
二
東
階
一
、
於
二
宣
陽
殿
西
廂
一
拝
舞
了
。
晴
、
去�

レ
階
一
丈
。〕
内
侍
等
以
二
神
璽
等
一
相
従
。
新
帝
就
二
御
在
所
一
奉
レ
置
。
以
二
内
侍
一

被
レ
奉
二
御
衣
・
笏
一
。〔
入
レ
筥
居
レ
机
。
有
レ
覆
。
女
官
等
昇
レ
之
。〕
少
納
言
〔
二

人
大
舎
人
。〕
持
二
伝
国
璽
櫃
一
追
従
。
少
納
言
・
大
舎
人
・
闈
司
持
二
鈴
印
一
、
進
二

今
上
御
在
所
一
。
少
将
持
二
供
御
雑
器
一
進
レ
之
。
近
衛
始
二
警
蹕
一
。

天
皇
逃
位
、
譲
二
於
皇
太
子
寛
明
親
王
一
、
詔
曰
、
左
大
臣
藤
原
朝
臣
保
二
輔
幼
主
一
、

攝
二
行
政
事
一
、
内
侍
執
二
剣
璽
一
、
参
二
宣
耀
殿
一
、

先
帝
登
霞
。
即
尚
侍
藤
原
淑
子
賜
二
璽
筥
及
御
剣
一
。
請
二
太
政
大
臣
一
申
二
其
由
一
。

持
二
進
於
麗
景
殿
一
。

太
政
大
臣
率
二
諸
公
卿
一
、
令
レ
賚
二
天
子
神
璽
宝
剣
等
一
、
奉
二
皇
太
子
直
曹
一
。

即
日
補
二
蔵
人
頭
以
下
一
。

『
江
家
次
第
』

　

 

御
譲
位

『
北
山
抄
』

　

 

譲
位
事

『
西
宮
記
』

　

 

天
皇
譲
位
事

『
日
本
紀
略
』

延
長
八
年
九
月
廿
二
日

壬
条

『
寛
平
御
記
』

仁
和
三
年
八
月
廿
六
日

条 『
日
本
紀
略
』

仁
和
三
年
八
月
廿
六
日

丁
卯
条
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笠
井
純
一
氏（

（
（

の
指
摘
よ
り
大
刀
契
と
み
ら
れ
る
た
め
、草
薙
剣
は「
剣

櫃
」
で
は
な
く
「
璽
」
に
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
因
み
に
、
大

刀
契
と
は
大
刀
と
数
口
の
節
刀
、
数
種
の
符
節
（
割
符
）
よ
り
構
成

さ
れ
た
天
皇
の
レ
ガ
リ
ア
に
准
じ
る
宝
物
の
名
称
で
あ
る
。

続
け
て
ｂ
と
ｃ
の
文
徳
天
皇
へ
の
譲
位
が
記
さ
れ
て
い
る
『
続
日

本
後
紀
』
と
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』、
ｄ
の
清
和
天
皇
へ
の
譲
位

が
記
さ
れ
て
い
る
『
日
本
三
代
実
録
』
を
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
文
で

は
、「
天
子
神
璽
宝
剣
符
節
鈴
印
等
」
を
新
帝
に
奉
献
し
、天
子
神
璽
、

宝
剣
、
符
節
、
鈴
、
印
の
計
五
つ
の
物
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
内
、
符
節
は
割
符
、
鈴
は
駅
鈴
、
印
は
内
印

を
示
し
て
い
る
。
大
刀
契
は
大
刀
と
符
節
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

平
城
天
皇
へ
の
譲
位
の
際
に
奉
献
さ
れ
た
ａ
の
「
剣
櫃
」
は
大
刀
契

で
あ
り
、大
刀
と
符
節
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
、ａ
の
「
剣

櫃
」
に
対
応
す
る
「
宝
剣
・
符
節
」
は
大
刀
契
で
あ
り
、
ｂ
、
ｃ
、

ｄ
に
み
ら
れ
る
「
宝
剣
」
は
「
大
刀
」
に
あ
た
る
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

そ
れ
で
は
神
璽
の
実
態
は
ど
う
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
天
長

十
年
（
八
三
三
）
の
『
令
義
解
』
神
祇
令
践
祚
条
に
て
「
鏡
と
剣
を

璽
と
称
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、『
令
集
解
』
同
条
に
は
延

暦
年
間
に
成
立
し
た
令
釈
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
令
釈
で
も
神
璽
は

鏡
剣
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
場
合
、
令
釈

が
作
成
さ
れ
た
延
暦
年
間
の
解
釈
が
貞
観
年
間
ま
で
受
け
継
が
れ
て

い
る
と
み
ら
れ
、『
令
集
解
』
が
編
纂
さ
れ
た
貞
観
年
間
で
も
令
釈

の
時
点
と
変
わ
ら
ず
神
璽
は
鏡
剣
で
あ
る
と
い
え
る
。
従
っ
て
、
ｂ

か
ら
ｄ
の
貞
観
以
前
の
践
祚
に
み
ら
れ
る
「
天
子
神
璽
」
は
鏡
・
剣

（
草
薙
剣
）
を
指
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
「
宝
剣
・
符
節
」
の
「
宝

剣
」
が
草
薙
剣
で
は
な
く
、大
刀
契
の
う
ち
の
大
刀
を
指
し
て
お
り
、

草
薙
剣
で
は
な
い
こ
と
の
裏
付
け
と
も
な
ろ
う
。

次
に
璽
（
レ
ガ
リ
ア
）
の
変
遷
を
み
る
と
「
璽
」
と
称
さ
れ
る
宝

物
は
一
つ
の
史
料
を
除
く
と
鈴
印
と
同
様
、
歴
代
の
新
帝
に
継
承
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
他
と
異
な
る
そ
の
一
つ
の
史
料
が
ｅ
の

『
儀
式
』
で
あ
り
、正
史
や
他
の
儀
式
書
で
は
「
天
子
神
璽
」
や
「
神

璽
」、「
璽
」
と
記
さ
れ
て
い
る
中
、『
儀
式
』
で
は
そ
の
箇
所
が
「
節

剣
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
『
儀
式
』
に
み
え
る
天
皇
の

レ
ガ
リ
ア
は
剣
だ
け
で
あ
り
、
他
の
史
料
と
比
べ
て
特
異
で
あ
る
こ

と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
か
ら
は
、『
儀
式
』
の
節
剣
の
具

体
像
を
中
心
に
、
レ
ガ
リ
ア
の
変
容
を
み
て
い
く
。

ま
ず
、
こ
の
『
儀
式
』
の
「
節
剣
」
は
一
体
何
を
指
し
て
い
る
の

か
。
後
世
の
儀
式
書
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、ま
ず
ｋ
の
『
西
宮
記
』

の
場
合
、
文
中
に
は
「
内
侍
等
以
二
神
璽
等
一
相
従
」
と
記
さ
れ
て
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お
り
、
こ
れ
だ
け
で
は
明
確
に
は
な
ら
な
い
、
次
に
ｌ
の
『
北
山
抄
』

を
み
る
と
「
内
侍
二
人
〔
典
侍
・
掌
侍
各
一
人
。〕
持
二
神
璽
・
宝

剣
一
候
二
前
後
一
。」
と
記
さ
れ
て
お
り
「
宝
剣
」
の
語
句
が
読
み
取

れ
る
。
そ
し
て
、
ｍ
の
『
江
家
次
第
』
の
場
合
、
内
侍
が
持
っ
て
従

う
の
は
「
神
璽
等
」
と
あ
っ
て
「
宝
剣
」
は
見
え
な
い
が
、
御
譲
位

(

表
１
の
ｍ
）
項
の
冒
頭
に
は
「
内
侍
二
人
執
二
神
璽
・
宝
剣
一
候
、

太
子
昇
後
候
二
東
階
下
一
、〔
典
侍
一
人
、
掌
侍
一
人
、〕
近
衛
将
等

立
二
階
下
一
、〔
著
二
縫
腋
袍
一
、負
二
壺
湖
籙
一
〕」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

「
宝
剣
」
の
語
句
が
読
み
取
れ
る
か
ら
、「
神
璽
等
」
の
「
等
」
に
宝

剣
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
従
っ
て
、
前
述

の
『
西
宮
記
』
の
「
神
璽
等
」
の
「
等
」
も
宝
剣
を
省
略
し
た
表
現

と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
譲
位
の
際
、
神
璽
と
と
も
に

剣
も
内
侍
に
よ
っ
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
窺
え
、『
儀
式
』を
は
じ
め『
西

宮
記
』、『
北
山
抄
』、『
江
家
次
第
』
の
剣
は
同
一
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
各
儀
式
書
（
ｅ
、
ｋ
、
ｌ
、
ｍ
）
に
は
「
伝
国
璽
櫃
」
も

記
さ
れ
て
お
り
、
伝
国
璽
櫃
は
『
小
右
記
』
長
和
五
年
正
月
廿
二
日

条
に
、譲

位
式
従
二
大
納
言
許
一
被
二
見
送
一
也
。
先
レ
是
六
固
〔
箇
〕

度
被
レ
送
。
聊
有
二
一
両
疑
一
、
改
直
亦
被
レ
送
也
。
伝
国
璽

不
レ
知
二
何
物
一
。
仍
尋
二
其
事
一
。
天
長
十
年
記
見
二
大
刀
啓

〔
契
〕
一
。
仍
件
就
〔
記
ヵ
〕
昨
日
送
レ
之
。
即
載
二
或
〔
式
〕

文
一
了
。

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
刀
契
と
同
意
で
あ
る
こ
と
が
窺
え

る
。
そ
の
た
め
、
各
儀
式
書
の
場
合
、
大
刀
は
伝
国
璽
櫃
に
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
と
な
り
、
神
璽
と
併
称
さ
れ
る
「
宝
剣
」
は
大
刀
と
み

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
「
宝
剣
」
は
草
薙
剣
と

考
え
ら
れ
る
。
以
上
を
踏
ま
る
と
、『
儀
式
』
譲
国
儀
の
内
侍
が
扱

う
「
節
剣
」
は
後
世
の
儀
式
書
の
「
宝
剣
」
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、「
節

剣
」
は
草
薙
剣
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
『
儀
式
』
以
降
の
ｆ
か

ら
ｊ
ま
で
の
譲
位
で
新
帝
に
継
承
さ
れ
た
天
子
神
璽
が
併
称
さ
れ
る

宝
剣
（
御
剣
）
も
、『
儀
式
』
の
節
剣
を
受
け
継
ぐ
と
見
ら
れ
る
た
め
、

大
刀
で
は
な
く
草
薙
剣
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
元
々

大
刀
を
意
味
し
て
い
た
宝
剣
は
、
神
璽
の
一
つ
で
あ
っ
た
剣
（
草
薙

剣
）
を
意
味
す
る
よ
う
に
変
化
し
た
こ
と
に
な
る
。

『
儀
式
』
は
貞
観
十
四
年
（
八
七
二
）
か
ら
元
慶
元
年
（
八
七
七
）

の
間
に
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。そ
れ
を
踏
ま
え
た
場
合
、

『
儀
式
』で
は
節
剣（
草
薙
剣
）の
み
天
皇
に
追
従
さ
せ
て
い
る
た
め
、

清
和
天
皇
の
践
祚
後
か
ら
『
儀
式
』
が
編
纂
さ
れ
た
期
間
に
鏡
は
何

ら
か
の
理
由
に
よ
り
動
か
さ
な
い
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
譲
位

の
際
に
新
帝
に
追
従
さ
せ
る
天
皇
の
レ
ガ
リ
ア
は
草
薙
剣
だ
け
と
な
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り
、『
儀
式
』
で
は
「
節
剣
」
の
み
が
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、『
儀
式
』
成
立
か
ら
陽
成
天
皇
へ
の
譲
位
の
間
、
つ
ま
り

清
和
天
皇
の
時
代
に
新
た
に
八
尺
瓊
曲
玉
を
「
神
璽
」
ま
た
は
「
璽
」

と
称
す
よ
う
に
し
、
ｆ
の
清
和
天
皇
か
ら
陽
成
天
皇
へ
の
譲
位
の
際

に
追
従
さ
れ
た
「
天
子
神
璽
」
よ
り
璽
は
曲
玉
を
指
す
よ
う
に
な
り
、

天
皇
の
レ
ガ
リ
ア
は
曲
玉
も
加
わ
っ
た
三
種
の
神
器
へ
と
変
容
し
た

と
考
え
る
。

『
北
山
抄
』
の
譲
位
事
に
は
、
神
璽
、
宝
剣
、
伝
国
璽
櫃
、
鈴
、

印
を
新
帝
に
奉
献
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、こ
の
内
、

伝
国
璽
櫃
、
鈴
、
印
に
つ
い
て
は
「
儀
式
云
」
と
し
て
『
儀
式
』
よ

り
引
用
し
て
い
る
の
に
対
し
、
神
璽
・
宝
剣
は
『
北
山
抄
』
の
地
の

文
と
し
て
自
身
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
恐
ら
く
公
任
は
、
右
記
の

三
つ
の
品
は
貞
観
よ
り
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
内
侍
が
扱
う
レ
ガ
リ

ア
（
＝
神
璽
・
宝
剣
）
は
貞
観
の
『
儀
式
』
よ
り
変
容
し
て
い
る
た

め
、
レ
ガ
リ
ア
の
箇
所
は
『
儀
式
』
の
引
用
で
は
な
く
自
身
の
見
解

を
述
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
や
は
り
『
儀
式
』
が
ま
と

め
ら
れ
た
貞
観
年
間
に
、
レ
ガ
リ
ア
に
何
ら
か
の
変
化
が
生
じ
た
こ

と
に
伴
う
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。

実
際
、文
徳
天
皇
か
ら
清
和
天
皇
へ
の
譲
位
（
ｄ
）
の
際
に
は
、「
天

子
神
璽
・
宝
剣
・
符
節
・
鈴
・
印
」
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る
が
、
そ
れ
以
降
の
ｆ
か
ら
ｊ
ま
で
の
譲
位
を
み
る
と
、
ｆ
以
降

の
譲
位
の
場
合
、
天
子
神
璽
と
併
称
さ
れ
る
宝
剣
（
御
剣
）
は
『
儀

式
』
の
節
剣
を
継
承
す
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
大
刀

と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
清
和
天
皇
の
時

代
を
境
に
、「
剣
」
と
い
う
言
葉
は
大
刀
か
ら
草
薙
剣
へ
と
意
味
が

変
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、『
儀
式
』（
清
和
天
皇
の
頃
）
が
編
纂
さ
れ
た
時
期
を
境

に
、
そ
れ
ま
で
鏡
・
剣
を
指
し
て
い
た
神
璽
は
鏡
が
外
さ
れ
て
剣
の

み
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
（
以
後
鏡
は
基
本
的
に
動
か
さ
れ
な
く
な

る
が
、
レ
ガ
リ
ア
と
し
て
の
位
置
付
け
に
変
化
は
な
い
）
結
果
、
剣

（
＝
草
薙
剣
）
は
独
立
し
て
節
剣
（
の
ち
に
宝
剣
）
と
称
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
代
わ
っ
て
新
た
に
曲
玉
が
神
璽
と
称
さ
れ
レ
ガ
リ
ア
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
こ
こ
に
三
種
の
レ
ガ
リ
ア
、

す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
三
種
の
神
器
が
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
え
る
。
曲

玉
に
つ
い
て
は
、
第
五
章
に
て
論
究
す
る
。
な
お
、
ｇ
の
光
孝
天
皇

の
践
祚
を
前
後
の
天
皇
の
践
祚
と
比
較
す
る
と
、「
神
鏡
」
が
動
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
な
お
今
後
の

検
討
を
俟
ち
た
い
。
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四
、
幼
帝
の
権
威
と
災
い

前
節
に
て
、
天
皇
の
レ
ガ
リ
ア
は
『
儀
式
』
よ
り
清
和
天
皇
の
治

世
で
あ
る
貞
観
年
間
を
境
に
変
容
し
た
こ
と
を
見
出
し
た
が
、
こ
れ

を
踏
ま
え
る
と
、
次
に
な
ぜ
貞
観
年
間
に
神
璽
は
変
容
し
た
の
か
、

と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
、
こ
の
疑
問
を
当
時

の
朝
廷
の
情
勢
よ
り
考
察
し
、
ま
ず
は
鏡
が
譲
位
の
際
、
新
帝
に
追

従
さ
れ
な
く
な
っ
た
原
因
を
考
証
し
て
い
く
。

清
和
天
皇
は
周
知
の
通
り
、
九
歳
に
て
即
位
し
た
国
史
上
初
の
幼

帝
で
あ
る
。
先
帝
で
あ
る
文
徳
天
皇
の
時
代
、
清
和
天
皇
は
嘉
祥
三

年
（
八
五
○
）
に
文
徳
天
皇
の
第
四
皇
子
、
惟
仁
親
王
と
し
て
誕
生

し
た
。
惟
仁
親
王
に
は
兄
が
三
人
い
た
が
、
翌
年
、
惟
仁
親
王
は
三

人
の
兄
が
存
命
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
生
後
八
ヶ
月
で
皇
太
子
に

立
て
ら
れ
る
。
な
ぜ
、
兄
が
居
る
に
も
関
わ
ら
ず
惟
仁
親
王
は
わ
ず

か
八
ヶ
月
で
皇
太
子
と
な
り
、
九
歳
に
て
天
皇
と
な
っ
た
の
か
。
こ

の
背
景
に
は
、
惟
仁
親
王
と
三
人
の
兄
と
の
血
縁
関
係
が
同
母
で
は

な
く
、
異
母
の
関
係
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
文
徳
天
皇
の
長

男
で
あ
る
惟
喬
親
王
、
次
男
で
あ
る
惟
条
親
王
は
、
更
衣
で
あ
る
紀

静
子
の
子
と
し
て
誕
生
し
、
三
男
で
あ
る
惟
彦
親
王
は
、
更
衣
で
あ

る
滋
野
奥
子
の
子
と
し
て
誕
生
し
て
い
る
。
一
方
、
四
男
で
あ
る
惟

仁
親
王
は
女
御
で
あ
る
藤
原
明
子
の
子
と
し
て
誕
生
し
て
お
り
、
母

の
藤
原
明
子
は
藤
原
良
房
の
娘
で
も
あ
っ
た
。
良
房
は
惟
仁
親
王
が

生
ま
れ
た
時
、
右
大
臣
で
あ
り
、
父
の
冬
嗣
は
文
徳
天
皇
の
外
祖
父

と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
子
の
良
房
も
天
皇
の
祖
父
と
い
う
立

場
に
な
る
こ
と
で
、自
身
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
に
、

惟
仁
親
王
を
皇
太
子
に
擁
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
四
男

で
あ
る
皇
子
が
兄
を
差
し
置
い
て
皇
太
子
に
な
っ
た
こ
と
に
対
し
一

部
で
は
批
判
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
日
本
三
代
実
録
』
清
和

天
皇
即
位
前
紀
に
、
清
和
天
皇
に
関
す
る
童
謡
と
そ
の
解
説
が
以
下

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

有
二
童
謡
一
云
、
大
枝
乎
超
天
走
超
天
踊
止
利
騰
加
理
超
天
、
我
耶
護

毛
留
田
仁
耶
、
探
阿
左
理
食
無
志
岐
耶
、
雄
々
伊
志
岐
耶
。
識
者
以
為
、

大
枝
謂
二
大
兄
一
也
。
是
時
、
文
徳
天
皇
有
二
四
皇
子
一
。
第
一

惟
喬
親
王
。
第
二
惟
条
親
王
。
第
三
惟
彦
親
王
。
皇
太
子
是
第

四
皇
子
也
。
天
意
若
曰
超
二
三
兄
一
而
立
。
故
有
二
此
三
超
之
謡
一

焉
。

こ
の
童
謡
の
内
容
は
四
男
の
皇
子
が
三
人
の
兄
を
飛
び
越
え
て
立
太

子
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
関
し
、
神
谷
正
昌
氏
は
「
こ

の
童
謡
は
、
そ
れ
ら
三
人
の
兄
を
さ
し
お
い
て
生
後
わ
ず
か
八
ヶ
月
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の
惟
仁
親
王
が
立
太
子
さ
れ
た
こ
と
を
批
判
し
た
も
の
」と
言
及
し
、

続
け
て
「
こ
の
よ
う
な
早
い
立
太
子
は
異
例
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
奈

良
時
代
の
聖
武
天
皇
と
光
明
皇
后
と
の
間
に
生
ま
れ
た
某
王
の
例
は

あ
る
も
の
の
、夭
折
し
た
た
め
即
位
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

童
謡
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
反
発
が
あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。」
と

論
じ
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
批
判
を
拭
う
た
め
、
良
房
は
そ
の
後
、
惟

仁
親
王
が
天
皇
に
即
位
し
、
孫
の
権
威
を
高
め
る
こ
と
を
第
一
の
課

題
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

良
房
は
幼
帝
で
あ
る
清
和
天
皇
の
権
威
を
高
め
る
た
め
、
様
々
な

権
威
向
上
に
繋
が
る
新
制
を
確
立
し
た
。
天
安
二
年
（
八
五
八
）
八

月
、
文
徳
天
皇
が
崩
御
し
、
惟
仁
親
王
が
天
皇
に
即
位
す
る
と
、
良

房
は
同
年
十
二
月
九
日
に
「
十
陵
四
墓
」
の
制
定
を
行
っ
た（

（1
（

。
こ
れ

は
、
天
智
・
施
基
・
光
仁
・
高
野
新
笠
・
桓
武
・
藤
原
乙
牟
漏
・
崇

道
・
平
城
・
仁
明
・
文
徳
の
山
陵
、
藤
原
鎌
足
・
冬
嗣
・
美
都
子
・

源
潔
姫
の
墓
に
荷
前
使
を
遣
わ
し
奉
幣
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

ら
は
清
和
天
皇
の
祖
先
に
あ
た
る
。
幼
帝
で
あ
る
清
和
天
皇
の
血
統

は
天
智
天
皇
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
、
血
統
よ
り
正
統
性
を
世
に
示

す
た
め
、
こ
の
新
制
は
制
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、

翌
年
に
は
、「
天
安
」
か
ら
「
貞
観
」
へ
の
改
元
、
饒
益
神
宝
の
鋳

造
を
行
っ
て
い
る
。
銭
貨
の
発
行
は
天
皇
の
支
配
を
象
徴
す
る
も
の

で
あ
り
、
神
谷
氏
は
饒
益
神
宝
の
鋳
造
は
、
幼
帝
即
位
に
よ
る
不
安

を
払
拭
し
、
新
政
権
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
正
当
化
す
る
た
め
の
措

置
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る（

（1
（

。

ま
た
、
貞
観
二
年
（
八
六
〇
）、
良
房
は
豊
前
国
の
宇
佐
神
宮
よ

り
八
幡
神
を
山
城
国
に
勧
請
し
石
清
水
八
幡
宮
を
創
建
し
た
。な
ぜ
、

良
房
は
八
幡
神
を
山
城
国
に
勧
請
し
た
の
か
。
こ
れ
に
関
し
、
瀧
浪

貞
子
氏
は
、
前
例
の
な
い
幼
帝
と
い
う
異
例
さ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め

に
石
清
水
に
八
幡
神
を
勧
請
し
、
神
威
に
よ
っ
て
清
和
天
皇
の
権
威

付
け
を
図
ろ
う
と
し
た
、
と
論
じ
て
い
る（

（1
（

。
以
上
を
踏
ま
え
る
と
、

こ
れ
ら
の
事
業
は
す
べ
て
幼
帝
で
あ
る
清
和
天
皇
を
正
統
化
す
る
た

め
に
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
藤
原
氏
の
権
力
を
確
固
た
る
も
の

に
す
る
と
い
う
清
和
天
皇
の
祖
父
良
房
の
意
気
込
み
が
窺
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
践
祚
後
、
清
和
天
皇
の
権
威
は
良
房
の
新
制
の
確

立
に
よ
り
向
上
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
貞
観
五
年
（
八
六

三
）
に
は
、
怨
霊
を
鎮
め
る
御
霊
会
を
初
め
て
行
う（

（1
（

が
、
貞
観
年
間

は
多
数
の
災
い
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
貞
観
に
発
生
し
た
自

然
災
害
を
列
挙
す
る
（
表
２
）。
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表
２　

清
和
天
皇
の
時
代
の
災
害
関
連
年
表

和
暦

西
暦

月

出
来
事

天
安
二

貞
観
五

貞
観
六

貞
観
九

貞
観
十
一

貞
観
十
三

貞
観
十
六

貞
観
十
八

八
五
八

八
六
三

八
六
四

八
六
七

八
六
九

八
七
一

八
七
四

八
七
六

八
月

五
月

六
月

五
月

十
月

一
月

五
月

五
月

七
月

五
月

閏
八
月

三
月

六
月

十
一
月

清
和
天
皇　

践
祚

神
泉
苑
に
て
御
霊
会
を
行
う

越
中
国
・
越
後
国
に
て
大
地
震

富
士
山
噴
火
（
貞
観
大
噴
火
）

＊
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
ま
で
続
く

阿
蘇
山
噴
火

鶴
見
岳
噴
火

阿
蘇
山
噴
火

陸
奥
国
に
て
巨
大
地
震
と
大
規
模
津

波
（
貞
観
地
震
）

肥
後
国
に
て
水
害

鳥
海
山
噴
火

摂
津
国
・
和
泉
国
に
て
水
害

開
聞
岳
噴
火

僧
円
如
が
観
慶
寺
（
祇
園
社
）
を
建

立
、
牛
頭
天
王
を
祀
る

清
和
天
皇　

退
位

＊
表
２
の
出
典
は
い
ず
れ
も
『
日
本
三
代
実
録
』

表
２
よ
り
、
貞
観
年
間
に
は
数
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
貞
観
年
間
は
霊
威
を
は
じ
め
と
す
る
呪

術
的
意
識
が
再
び
高
ま
る
時
代
で
も
あ
っ
た
。
嵯
峨
天
皇
の
時
代
、

天
皇
は
儒
教
的
合
理
主
義
を
掲
げ
自
身
の
葬
儀
は
薄
葬
に
す
る
よ
う

遺
言
を
残
す
な
ど（

（1
（

、儒
教
的
合
理
主
義
が
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
、

承
和
十
一
年
（
八
四
四
）
に
、
先
霊
の
祟
り
を
重
ん
じ
る
か
否
か
の

問
題
を
巡
る
事
象
が
起
き
、
そ
の
結
果
、
基
経
や
春
澄
善
縄
に
よ
っ

て
、
嵯
峨
天
皇
が
意
識
し
て
い
た
儒
教
的
合
理
主
義
は
否
定
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た（

（1
（

。
こ
れ
に
関
し
、
笹
山
晴
生
氏
は
、
古
い
呪
術
的
意

識
の
復
権
の
動
き
を
主
導
す
る
役
割
を
演
じ
た
の
が
藤
原
良
房
で

あ
っ
た
と
考
え
、
そ
れ
に
伴
い
、
文
章
博
士
で
あ
り
良
房
の
信
任
厚

い
春
澄
善
縄
も
霊
威
を
恐
れ
る
人
物
で
あ
り
、
超
自
然
的
な
霊
威
へ

の
依
存
は
、
良
房
政
権
の
も
と
で
強
ま
っ
た
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
笹
山

氏
の
論
を
踏
ま
え
、
春
澄
善
縄
の
そ
の
後
を
見
て
い
く
と
、
善
縄
は

貞
観
三
年
（
八
六
一
）、
式
部
大
輔
に
任
じ
ら
れ（

（1
（

、
薨
去
す
る
貞
観

十
二
年
（
八
七
〇
）
ま
で
こ
の
官
職
に
就
い
て
い
る
。
こ
の
式
部
大

輔
は
、
朝
廷
の
儀
式
や
大
学
寮
な
ど
を
統
括
す
る
式
部
省
の
次
官
で

あ
り
、
次
官
で
あ
る
大
輔
が
実
質
的
な
長
官
の
役
割
を
担
う
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
式
部
大
輔
は
儒
学
者
で
あ
り
天
皇
に
学

問
を
教
授
し
た
者
が
就
く
官
職
で
あ
り
、
善
縄
は
東
宮
学
士（

（2
（

や
文
章

博
士（

（2
（

を
歴
任
し
、
仁
明
天
皇
に
『
荘
子（

（2
（

』
と
『
漢
書（

（2
（

』
を
教
授
し
、

文
徳
天
皇
に
は
『
文
選（

（2
（

』
や
『
晋
書（

（2
（

』
を
教
授
し
て
い
る
こ
と
か
ら
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み
て
大
陸
の
故
事
に
精
通
し
て
お
り
、
式
部
大
輔
に
な
る
資
格
は
十

分
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
儀
式
』
の
譲
位
条
を
見
直
す
と
こ
の
条
文
は
「
節
剣
」

以
外
に
も
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
伝
国
璽
櫃
」
で
あ
り
、

こ
の
「
伝
国
璽
櫃
」
が
大
刀
契
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
貞
観
の

『
儀
式
』
で
「
宝
剣
・
符
節
（
＝
大
刀
契
）」
を
「
伝
国
璽
櫃
」
と
名

称
を
変
え
た
理
由
は
明
確
で
は
な
い
が
、
中
国
に
由
来
す
る
伝
国
璽

へ
と
変
更
さ
れ
た
の
は
、
唐
制
に
精
通
し
た
者
の
所
為
と
み
ら
れ
、

良
房
の
信
任
が
厚
か
っ
た
式
部
大
輔
春
澄
善
縄
か
そ
の
周
辺
の
者
が

主
導
し
た
可
能
性
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
清
和
天
皇
を
権
威
付
け
る
政
策
、
多
く
の
天
災
、
呪
術

的
意
識
の
復
権
、
こ
の
よ
う
な
要
素
が
重
な
り
、
特
に
太
政
大
臣
で

あ
る
良
房
や
式
部
大
輔
で
あ
る
善
縄
に
よ
る
呪
術
的
意
識
の
復
権
に

よ
り
、
八
咫
鏡
は
清
和
天
皇
の
即
位
か
ら
『
儀
式
』
成
立
の
間
に
一

層
配
慮
す
べ
き
宝
物
へ
と
変
容
し
た
と
考
え
る（

（2
（

。
こ
の
背
景
に
よ
り

『
儀
式
』
で
は
新
帝
の
譲
位
の
際
、
レ
ガ
リ
ア
は
「
節
剣
」
の
み
が

規
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
中
、
貞
観
十
八
年
（
八
七
六
）
に
は
南
都
の

僧
円
如
が
観
慶
寺
（
祇
園
社
）
を
建
立
す
る（

（2
（

。
そ
し
て
、
こ
の
寺
の

祭
神
に
関
し
中
井
真
孝
氏
は
、「
祇
園
社
の
創
祀
か
ら
祭
神
は
牛
頭

天
王
で
あ
っ
て
、
そ
の
牛
頭
天
王
を
祇
園
天
神
と
称
し
た
と
考
え
て

い
る
。
観
慶
寺
の
中
に
神
殿
を
建
て
、
祇
園
精
舎
の
守
護
神
と
言
い

伝
え
る
牛
頭
天
王
を
疫
神
と
し
て
祀
り
、
祇
園
天
神
と
い
う
新
奇
な

―
仏
教
的
カ
ミ
の
―
名
を
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
て
い
る（

（2
（

。

牛
頭
天
王
は
祇
園
精
舎
を
守
護
す
る
仏
で
あ
り
、
一
方
で
行
疫
神
の

側
面
を
も
つ
仏
で
も
あ
る
。
右
記
で
見
て
き
た
災
い
な
ど
か
ら
、
貞

観
年
間
の
人
々
は
牛
頭
天
王
を
信
仰
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
筆
者

は
こ
の
牛
頭
天
王
が
璽
と
し
て
の
「
八
尺
瓊
曲
玉
」
誕
生
に
大
き
く

関
与
し
て
い
る
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
章
を
改
め
て
考
え
て

み
た
い
。

五
、
牛
頭
天
王
と
神
璽
の
曲
玉

具
体
的
に
牛
頭
天
王
と
は
ど
の
よ
う
な
神
な
の
か
。周
知
の
通
り
、

日
本
は
六
世
紀
に
仏
教
が
伝
来
し
、
こ
れ
を
機
に
日
本
の
宗
教
は
神

祇
信
仰
と
仏
教
が
並
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
奈
良
朝
に
な

る
と
、
神
仏
習
合
の
考
え
が
あ
ら
わ
れ
、
こ
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
、

牛
頭
天
王
と
素
戔
嗚
尊
は
習
合
し
た（

（2
（

。
す
な
わ
ち
、
牛
頭
天
王
と
素

戔
嗚
尊
は
同
一
の
神
仏
と
し
て
信
仰
・
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
し
て
、
曲
玉
は
日
本
の
神
で
あ
り
牛
頭
天
王
と
習
合
し
た
素
戔
嗚
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尊
に
関
係
し
て
い
る
と
考
え
る
。

素
戔
嗚
尊
は
、
天
照
大
神
の
弟
に
あ
た
る
神
で
あ
る
。
記
紀
に
よ

る
と
、
素
戔
嗚
尊
は
母
に
あ
た
る
伊
邪
那
美
が
い
る
根
の
国
へ
行
く

こ
と
を
決
め
、
姉
の
天
照
大
神
に
会
っ
た
後
、
根
の
国
へ
向
か
う
こ

と
を
考
え
、
ま
ず
天
照
大
神
が
統
べ
る
高
天
原
へ
と
向
か
う
。
し
か

し
、
素
戔
嗚
尊
が
高
天
原
へ
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
天
照
大

神
は
、
弟
が
高
天
原
を
侵
略
し
に
来
た
と
勘
違
い
を
し
、
武
具
を
携

え
て
素
戔
嗚
尊
を
待
ち
構
え
る
。
そ
の
後
、
素
戔
嗚
尊
は
自
身
の
疑

い
を
晴
ら
す
た
め
、
天
照
大
神
に
誓
約
を
申
し
立
て
る
。
誓
約
と
は

神
に
約
束
し
て
神
意
を
占
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
時
、
二
柱
の
神
が

所
持
し
て
い
た
品
で
誓
約
を
行
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
持
し
て
い
た

品
は
、『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
神
代
上
第
六
段
本
文
、
同
〈
第

一
〉の
一
書
、同〈
第
二
〉の
一
書
の
書
き
方
が
異
な
っ
て
い
る
。『
古

事
記
』
は
、
十
握
剣
を
素
戔
嗚
尊
の
所
持
品
と
し
、
曲
玉
を
天
照
大

神
の
所
持
品
と
し
て
記
し
て
い
る（

（3
（

。
同
じ
く
、『
日
本
書
紀
』本
文
も
、

『
古
事
記
』
と
同
様
の
関
係
で
宝
物
の
所
持
者
を
記
し
て
い
る（

（3
（

。
し

か
し
、『
日
本
書
紀
』〈
第
一
〉
の
一
書
で
は
、
十
握
剣
は
天
照
大
神

の
所
持
品
と
し
、曲
玉
は
素
戔
嗚
尊
の
所
持
品
と
し
て
記
し
て
い
る
。

同
じ
く
、『
日
本
書
紀
』〈
第
二
〉
の
一
書
も
、〈
第
一
〉
の
一
書
と

同
様
に
宝
物
の
所
持
者
を
記
し
て
い
る（

（3
（

（
表
３
）。

表
３　

記
紀
に
お
け
る
二
柱
の
神
の
所
有
物
の
違
い

古
事
記

日
本
書
紀

書
紀
〈
第
一
〉
書
紀
〈
第
二
〉

天
照
大
神

八
尺
勾
珠
之

五
百
津
之
美

須
麻
流

（
曲
玉
）

八
尺
瓊
之
五

百
箇
御
統

（
曲
玉
）

十
握
剣
・

九
握
剣
・

八
握
剣

剣

素
戔
嗚
尊

十
拳
剣

十
握
剣

五
百
箇
御
統

之
瓊
（
曲
玉
）
瑞
八
尺
瓊
之

曲
玉
（
曲
玉
）

こ
の
よ
う
に
、
誓
約
に
て
二
柱
の
神
が
所
持
し
て
い
た
品
は
各
史

料
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、『
日
本
書
紀
』〈
第
一
〉

の
一
書
に
注
目
し
、
誓
約
の
話
を
詳
細
に
み
る
と
、

一
書
曰
、
日
神
本
知
三
素
戔
嗚
尊
有
二
武
健
凌
レ
物
之
意
一
。

及
二
其
上
至
一
、
便
謂
、
弟
所
二
以
来
一
者
、
非
二
是
善
意
一
。

必
当
レ
奪
二
我
天
原
一
、
乃
設
二
大
夫
武
備
一
。
躬
帯
二
十
握
剣
・

九
握
剣
・
八
握
剣
一
、
又
背
上
負
レ
靫
、
又
臂
著
二
稜
威
高
鞆
一
、

手
捉
二
弓
箭
一
、
親
迎
防
禦
。（
傍
線
筆
者
）

と
記
さ
れ
て
お
り
、
天
照
大
神
が
十
握
剣
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
。
続
け
て
、
二
柱
の
神
が
見
え
る
こ
と
と
な
り
、
左
記
の
内

容
の
誓
約
を
行
う
。

相
対
而
立
レ
誓
曰
、
若
汝
心
明
浄
、
不
レ
有
二
凌
奪
之
意
一
者
、

汝
所
レ
生
児
、
必
当
レ
男
矣
。
言
訖
、
先
食
二
所
レ
帯
十
握
剣
一
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生
児
、
号
二
瀛
津
嶋
姫
一
。
又
食
二
九
握
剣
一
生
児
、
号
二
湍
津

姫
一
。
又
食
二
八
握
剣
一
生
児
、
号
二
田
心
姫
一
。
凡
三
女
神
矣
。

已
而
素
戔
嗚
尊
以
二
其
頸
所
レ
嬰
五
百
箇
御
統
之
瓊
一
、
濯
二
于

天
渟
名
井
、
亦
名
去
来
之
真
名
井
一
、
而
食
レ
之
、
乃
生
児
、

号
二
正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
骨
尊
一
。
次
天
津
彦
根
命
。
次
活

津
彦
根
命
。次
天
穂
日
命
。次
熊
野
忍
蹈
命
。凡
五
男
神
矣
。（
傍

線
筆
者
）

こ
れ
に
よ
り
、〈
第
一
〉
の
一
書
で
は
十
握
剣
は
天
照
大
神
の
所
持

品
で
あ
り
、
五
百
箇
御
統
之
瓊
（
＝
曲
玉
）
は
素
戔
嗚
尊
の
所
持
品

で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
読
み
取
れ
る
。

誓
約
の
話
が
記
さ
れ
て
い
る
史
料
が
多
数
あ
る
中
、『
日
本
書
紀
』

〈
第
一
〉
の
一
書
に
注
目
し
た
理
由
は
、『
日
本
書
紀
』〈
第
一
〉
の

一
書
、
神
代
下
第
九
段
に
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

故
天
照
大
神
乃
賜
二
天
津
彦
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
、
八
坂
瓊
曲
玉
及

八
咫
鏡
・
草
薙
剣
、
三
種
宝
物
一
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
後
世
の
「
三
種
の
神
器
」
と
同
意
の
「
三
種
宝

物
」
と
い
う
文
字
が
見
受
け
ら
れ
る
。
記
紀
に
お
い
て
曲
玉
を
加
え

た
、「
三
種
宝
物
」
と
い
う
名
称
は
こ
の
『
日
本
書
紀
』〈
第
一
〉
の

一
書
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
黛
弘
道
氏
は
『
日
本

書
紀
』
皇
孫
降
臨
の
〈
第
一
〉
の
一
書
に
関
し
、「
藤
原
不
比
等
の

強
い
影
響
を
受
け
、
藤
原
・
中
臣
系
の
主
張
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
、

そ
れ
は
当
然
な
が
ら
忌
部
氏
や
大
伴
氏
の
主
張
と
喰
い
違
う
と
こ
ろ

が
少
な
く
な
か
っ
た
。」
と
述
べ
、
続
け
て
「
忌
部
氏
の
古
伝
を
記

し
た
『
古
語
拾
遺
』
の
説
と
異
な
る
三
種
宝
物
説
が
『
日
本
書
紀
』

の
第
一
の
一
書
に
の
み
見
え
て
い
る
こ
と
は
、
不
比
等
ら
が
当
時
の

現
実
を
無
視
し
て
自
家
独
自
の
説
を
主
張
し
た
事
実
の
あ
ら
わ
れ
」

と
論
じ
て
い
る（

（3
（

。
筆
者
は
、
黛
氏
の
見
解
は
概
ね
妥
当
で
あ
り
、『
日

本
書
紀
』〈
第
一
〉
の
一
書
は
藤
原
氏
の
思
想
を
反
映
し
作
成
さ
れ

た
書
と
な
る
た
め
、
同
書
に
あ
る
誓
約
の
話
も
藤
原
氏
の
意
向
が
反

映
さ
れ
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、『
日
本
書
紀
』
皇
孫
降
臨
の
〈
第
一
〉
の
一
書
に
で
て
く

る
八
尺
瓊
曲
玉
に
関
し
、
通
説
は
こ
れ
を
『
日
本
書
紀
』
本
文
天
石

窟
の
「
八
尺
瓊
之
五
百
箇
御
統
」
と
同
じ
物
と
し
て
い
る
が
、
一
方

で
天
石
窟
の
「
八
尺
瓊
之
五
百
箇
御
統
」
は
、
多
く
の
玉
を
紐
に
通

し
て
輪
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
曲
玉
で
は
な
い
と
い
う
見
解
も
あ

り（
（3
（

、
筆
者
は
天
岩
窟
の
玉
は
明
確
に
所
持
者
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
後
者
の
説
を
支
持
す
る
。
ま
た
、〈
第
一
〉
の
一
書
と
誓
約

に
お
け
る
剣
・
曲
玉
の
持
ち
主
を
同
じ
く
す
る
〈
第
二
〉
の
一
書
に

は
、
誓
約
直
前
の
素
戔
嗚
尊
の
様
子
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、

素
戔
嗚
尊
将
レ
昇
レ
天
時
、
有
二
一
神
一
。
号
二
羽
明
玉
一
。
此
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神
奉
レ
迎
、
而
進
二
以
瑞
八
尺
瓊
曲
玉
一
。
故
素
戔
嗚
尊
持
二
其

瓊
玉
一
、
而
到
二
之
於
天
上
一
也
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
羽
明
玉
が
素
戔
嗚
尊
に
瑞
八
尺
瓊
曲
玉
を
献
上

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
直
後
の
誓
約
に
お
い
て
、
素

戔
嗚
尊
は
献
上
さ
れ
た
曲
玉
を
用
い
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、〈
第
二
〉
の
一
書
の
誓
約
に
お
け
る
二
柱
の
神
の

所
持
し
て
い
る
品
は
、〈
第
一
〉
の
一
書
と
同
様
で
あ
る
た
め
、〈
第

一
〉
の
一
書
の
素
戔
嗚
尊
の
所
持
品
で
あ
る
「
五
百
箇
御
統
之
瓊
」

は
〈
第
二
〉
の
一
書
の
「
瑞
八
尺
瓊
曲
玉
」
と
同
じ
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
従
っ
て
、『
日
本
書
紀
』
皇
孫
降
臨
〈
第
一
〉
の
一
書
に

み
え
る
八
尺
瓊
曲
玉
は
天
岩
窟
の
玉
で
は
な
く
誓
約
に
登
場
す
る
曲

玉
で
あ
る
と
い
え
、
藤
原
氏
は
五
百
箇
御
統
瓊
（
＝
八
尺
瓊
曲
玉
）

を
素
戔
嗚
尊
の
所
持
品
（
＝
依
り
代
）
と
位
置
付
け
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

ま
た
平
安
朝
前
葉
、
宮
中
に
て
日
本
紀
講
筵
と
い
う
行
事
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
行
事
は
『
日
本
書
紀
』
の
講
義
・
研
究
を

行
う
催
し
で
あ
り
、
平
安
朝
で
は
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）、
承
和
十

年
（
八
四
三
）、
元
慶
二
年
（
八
七
八
）、
延
喜
四
年
（
九
〇
四
）、

承
平
六
年
（
九
三
六
）、
康
保
二
年
（
九
六
五
）
の
計
六
回
、
約
三

十
年
お
き
に
講
筵
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
各
講
筵
を
し
た
博

士
が
記
録
し
た
史
料
に
『
日
本
紀
私
記
』
が
あ
り
、こ
の
史
料
は
、甲
・

乙
・
丙
・
丁
の
四
種
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
記
録
は
概
ね

書
紀
本
文
の
訓
読
で
あ
る（

（3
（

。
こ
の
内
、『
日
本
紀
私
記
』（
甲
本
）
神

代
下
を
み
る
と
、

●
正
勝
尊

　

・�

正マ
サ
ヤ
ア
カ
カ
ツ
ハ
ヤ

哉
吾
勝
々
速
日ヒ

ア
マ
ノ天

忍オ
シ

穂ホ

耳ミ
ミ

尊ミ
コ
ト

　

天
ア
マ
ノ
カ
コ麛

弓ユ
ミ　

・
思

オ
モ
ヒ
カ
ネ兼

神カ
ミ

不
須
也

頗
傾シ

シ
シ
コ
メ
ノ

凶
目
杵ニ

キ
ノ
ク
ニ

之
国　

経フ

ツ津
主ヌ

シ　

小オ
ハ
マ汀

　

大オ
オ
ナ己

貴ム
チ　

碕
サ
キ
カ
ヘ

復リ
コ
ト
モ
ウ
ス

命　

・
天ア

マ
ツ
ヒ
コ
ホ
ニ
ニ

津
彦
火
瓊
々
杵キ

ノ

尊　

曲
マ
カ
リ

玉タ
マ

八ヤ
ア
タ咫　

・
草ク

サ
ナ
キ薙　

・
太フ

ト

玉タ
マ　

・
天ア

マ
ノ
ウ
ズ
メ

鈿
女

　

・�

石イ
シ
コ
リ凝

姥ト
メ　

・
玉タ

マ
ノ
ヤ屋　

・
五

イ
ツ
ト
モ
ノ
ヲ

部　

・
瑞ミ

ツ
ホ穗　

（
後
略
）（
傍
線
筆
者
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
甲
本
は
弘
仁
の
私
記
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
右

記
の
史
料
は
弘
仁
三
年
の
講
筵
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
、「
天

津
彦
火
瓊
々
杵
尊　

曲
玉　

八
咫　

草
薙
」
の
文
字
が
み
ら
れ
、
こ

の
「
曲
玉
」
と
い
う
文
字
や
用
語
の
列
挙
順
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の

史
料
は
、
前
に
採
り
上
げ
た
『
日
本
書
紀
』〈
第
一
〉
の
一
書
、
神

代
下
第
九
段
の
、

故
天
照
大
神
乃
賜
二
天
津
彦
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
、
八
坂
瓊
曲
玉
及

八
咫
鏡
・
草
薙
剣
、
三
種
宝
物
一
。（
傍
線
筆
者
）

を
訓
読
し
た
記
録
史
料
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
弘

仁
の
講
筵
で
は
『
日
本
書
紀
』〈
第
一
〉
の
一
書
が
使
用
さ
れ
た
と
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い
え
る
。
弘
仁
年
間
に
藤
原
氏
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
『
日
本

書
紀
』〈
第
一
〉
の
一
書
を
日
本
紀
講
筵
で
使
用
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
平
安
時
代
前
期
に
お
け
る
宮
中
で
は
『
日
本
書
紀
』
本
文

も
重
視
さ
れ
る
が
、〈
第
一
〉
の
一
書
も
一
定
の
重
き
が
置
か
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

貞
観
年
間
は
藤
原
不
比
等
の
直
系
の
子
孫
で
あ
る
良
房
や
基
経
が

力
を
増
し
て
い
る
時
代
で
あ
る
。
前
述
の
通
り
、
貞
観
年
間
は
火
山

の
噴
火
を
は
じ
め
、
地
震
な
ど
様
々
な
災
い
が
発
生
し
、
ま
た
牛
頭

天
王
（
＝
素
戔
嗚
尊
）
の
信
仰
が
始
ま
っ
て
い
る
。
実
際
、
承
平
五

年
（
九
三
五
）
六
月
十
三
日
官
符
が
引
用
し
て
い
る
『
二
十
二
社
註

式
』
を
み
る
と
、

或
云
、
昔
常
住
寺
十
禅
円
如
大
法
師
、
依
二
託
宣
一
、
第
五
十

六
代
清
和
天
皇
貞
観
十
八
年
奉
レ
移
二
山
城
国
愛
宕
郡
八
坂
郷

樹
下
一
。
其
後
藤
原
昭
宣
公
、
感
二
威
験
一
、
壊
二
運
台
宇
一
建
二

立
精
舎
一
。
今
社
壇
是
也
、（
後
略
）（
架
線
筆
者
）

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
円
如
が
建
立
し
牛
頭
天
王
が
祀
ら
れ

て
い
る
観
慶
寺
に
昭
宣
公
（
＝
基
経
）
が
自
身
の
邸
宅
を
寄
進
し
、

社
壇
を
建
立
し
た
こ
と
が
読
み
取
れ
、
基
経
も
牛
頭
天
王
を
信
仰
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
災
い
に
伴
う
牛
頭
天
王
（
＝
素
戔
嗚
尊
）

の
信
仰
、
呪
術
的
意
識
が
強
く
な
っ
て
い
た
貞
観
年
間
、
そ
し
て
、

不
比
等
の
子
孫
で
あ
り
養
父
の
良
房
よ
り
絶
大
な
権
力
を
継
承
し
て

い
た
基
経
の
存
在
、
こ
の
よ
う
な
要
素
が
重
な
り
、
基
経
は
牛
頭
天

王
（
＝
素
戔
嗚
尊
）
の
神
威
に
あ
や
か
り
長
年
続
く
疫
病
を
は
じ
め

と
す
る
災
い
を
鎮
め
る
と
同
時
に
、
先
祖
不
比
等
の
意
志
を
継
承
・

確
立
さ
せ
る
た
め
に
、
牛
頭
天
王
す
な
わ
ち
素
戔
嗚
尊
の
神
威
に
よ

り
世
の
災
い
を
鎮
め
る
こ
と
を
名
目
に
、
素
戔
嗚
尊
が
所
有
し
て
い

た
曲
玉
を
「
璽
」
と
称
す
よ
う
に
し
、
レ
ガ
リ
ア
の
一
つ
と
す
る
こ

と
で
、素
戔
嗚
尊
の
力
を
最
大
限
に
活
か
そ
う
と
試
み
た
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
基
経
に
よ
り
貞
観
十
八
年
（
八
七
七
）、
清
和
天
皇
か

ら
陽
成
天
皇
へ
の
譲
位
の
際
に
、「
天
子
神
璽
」
つ
ま
り
「
璽
」
は

曲
玉
の
意
味
を
有
す
よ
う
に
な
り
、
宝
剣
（
＝
『
儀
式
』
の
節
剣
）

が
草
薙
剣
を
指
す
よ
う
に
な
り
、
鏡
は
良
房
、
善
縄
の
影
響
に
よ
り

追
従
さ
れ
な
い
よ
う
に
変
容
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ

に
三
種
の
神
器
の
原
型
が
構
成
さ
れ
、
こ
の
成
立
に
伴
い
、
基
経
は

祖
先
で
あ
る
不
比
等
を
は
じ
め
藤
原
氏
の
神
話
に
お
け
る
意
向
を
こ

こ
に
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
川
北
靖
之
氏
は
律
令
に
み
え
る
神
璽
が
鏡
・
剣
で
あ
る
と

論
じ
た
後
、六
国
史
の
践
祚
に
み
え
る
「
天
子
神
璽
宝
剣
」
は
「
剣
」

を
以
っ
て
「
鏡
」
を
含
め
て
い
る
と
論
じ
、
国
史
に
み
え
る
い
ず
れ

の
天
皇
の
場
合
も
「
神
璽
」
は
鏡
剣
を
指
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
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る（
（3
（

。
し
か
し
、
六
国
史
に
み
え
る
「
天
子
神
璽
宝
剣
」
は
、
本
稿
で
、

仁
明
天
皇
か
ら
清
和
天
皇
ま
で
は「
天
子
神
璽
」は
鏡
剣
で
あ
り「
宝

剣
」
は
大
刀
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
し
て
、
清
和
天
皇
の
時
代

に
レ
ガ
リ
ア
は
変
容
し
、
陽
成
天
皇
よ
り
「
天
子
神
璽
」
は
八
尺
瓊

曲
玉
を
指
す
よ
う
に
な
り
「
宝
剣
」
は
草
薙
剣
を
指
す
よ
う
に
変
化

し
た
こ
と
を
論
究
し
た
。
従
っ
て
、
筆
者
の
考
証
を
踏
ま
え
る
と
、

川
北
氏
の
国
史
に
み
え
る
「
天
子
神
璽
宝
剣
」
の
解
釈
は
再
考
の
余

地
が
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
平
安
朝
の
貞
観
年
間
を
中
心
に
古
代
に
お
け
る
天
皇

の
レ
ガ
リ
ア
の
変
容
を
検
討
し
て
き
た
。
最
後
に
、
各
章
の
結
論
の

要
点
を
ま
と
め
る
。

第
一
章
、
第
二
章
で
は
、
ま
ず
日
本
律
令
の
神
祇
令
践
祚
条
、
後

宮
職
員
令
蔵
司
条
、
公
式
令
天
子
神
璽
条
、
賊
盗
律
神
璽
条
の
四
つ

の
条
文
な
ど
に
規
定
さ
れ
た
「
神
璽
」
の
先
学
研
究
を
整
理
し
た
。

そ
の
結
果
、
神
祇
令
の
神
璽
は
鏡
・
剣
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す

る
説
が
概
ね
通
説
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
筆
者
も
同
条
の
神
璽
は

文
中
に
「
神
璽
之
鏡
剣
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
神
祇
令
の
神
璽
は
鏡
剣

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
た
。
し
か
し
、
他
の
条
文
、
特
に
公

式
令
の
「
神
璽
」
は
見
解
が
分
か
れ
て
お
り
、
こ
の
神
璽
は
印
で
あ

る
と
い
う
説
や
意
味
を
有
し
て
い
な
い
と
い
う
説
、
玉
で
あ
っ
た
と

す
る
説
な
ど
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
律
令
に
お
け
る
「
神
璽
」
の
定
義

を
再
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
公
式
令
も
含
め
律
令
の
神
璽
は
す
べ

て
鏡
・
剣
で
あ
る
と
論
じ
る
川
北
靖
之
氏
の
説
が
妥
当
で
、
川
北
氏

の
説
を
踏
ま
え
な
が
ら
私
見
を
加
え
、
結
果
、
律
令
に
お
け
る
す
べ

て
の
「
神
璽
」
は
鏡
・
剣
を
指
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
と
結
論
付

け
た
。
ま
た
『
日
本
書
紀
』
よ
り
鏡
・
剣
と
曲
玉
が
一
線
を
画
し
て

い
た
こ
と
を
示
し
た
。

第
三
章
、
第
四
章
、
第
五
章
で
は
、
ま
ず
元
来
、
天
皇
の
レ
ガ
リ

ア
が
鏡
・
剣
の
二
種
で
あ
れ
ば
、
現
在
は
曲
玉
も
加
わ
っ
た
三
種
よ

り
レ
ガ
リ
ア
は
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
あ
る
日
を
境
に
レ
ガ
リ
ア

が
変
容
し
た
は
ず
で
あ
る
と
い
う
問
題
を
提
起
し
た
。
そ
し
て
、
平

安
朝
の
国
史
と
践
祚
の
規
定
が
さ
れ
て
い
る
儀
式
書
を
用
い
て
、
践

祚
の
際
に
新
帝
に
追
従
さ
れ
た
宝
物
を
総
覧
し
た
。
そ
の
結
果
、
貞

観
年
間
の
勅
撰
儀
式
書
で
あ
る
『
儀
式
』
譲
国
儀
の
「
節
剣
」
が
他

の
儀
式
書
や
国
史
に
み
ら
れ
る
践
祚
の
宝
物
と
比
べ
て
特
異
で
あ
る

こ
と
を
見
出
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
節
剣
は
草
薙
剣
で
あ
る
こ
と
を

示
し
、
鏡
が
見
受
け
ら
れ
な
い
の
は
、
当
時
、
藤
原
良
房
や
春
澄
善
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縄
に
よ
る
呪
術
的
意
識
の
復
権
な
ど
の
背
景
が
あ
っ
た
た
め
、
鏡
は

一
層
配
慮
さ
れ
『
儀
式
』
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
述
べ
た
。
ま

た
、
貞
観
年
間
は
火
山
の
噴
火
や
地
震
、
疫
病
な
ど
数
多
く
の
災
い

に
見
舞
わ
れ
る
時
代
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
牛
頭
天
王
を

信
仰
も
さ
れ
、
筆
者
は
こ
の
牛
頭
天
王
が
曲
玉
に
関
係
し
て
い
る
と

考
え
た
。
牛
頭
天
王
は
神
仏
習
合
の
思
想
に
よ
り
素
戔
嗚
尊
と
習
合

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、藤
原
氏
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た『
日

本
書
紀
』〈
第
一
〉
の
一
書
の
誓
約
の
話
よ
り
、
曲
玉
は
素
戔
嗚
尊

の
持
ち
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
八
尺
瓊
曲
玉
は
素
戔
嗚

尊
の
依
り
代
で
あ
っ
た
と
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
貞
観
年
間
末
に

藤
原
基
経
が
牛
頭
天
王
（
＝
素
戔
嗚
尊
）
の
神
威
を
鎮
め
る
こ
と
を

名
目
に
曲
玉
を
璽
と
し
天
皇
の
レ
ガ
リ
ア
に
組
み
込
ん
だ
と
考
察
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
基
経
に
よ
り
藤
原
氏
の
意
向
を
反
映
さ
せ
た
三

種
宝
物
が
実
現
し
た
と
言
及
し
た
。
以
上
を
踏
ま
え
、
清
和
天
皇
か

ら
陽
成
天
皇
へ
の
譲
位
の
際
、
曲
玉
は
璽
と
位
置
付
け
ら
れ
、
剣
と

と
も
に
新
帝
に
奉
献
さ
れ
る
宝
物
と
な
り
、
こ
こ
に
現
代
ま
で
続
く

鏡
・
剣
・
曲
玉
の
三
種
の
レ
ガ
リ
ア
の
原
型
が
成
立
し
た
こ
と
を
論

究
し
た
。

以
上
よ
り
、
本
研
究
に
よ
っ
て
清
和
天
皇
の
時
代
に
天
皇
の
正
統

性
を
示
す
重
要
な
至
宝
で
あ
る
レ
ガ
リ
ア
に
曲
玉
が
加
わ
る
と
い
う

大
き
な
変
容
が
以
上
の
理
由
に
よ
り
生
じ
、
三
種
の
レ
ガ
リ
ア
成
立

に
よ
る
天
皇
の
権
威
構
築
過
程
の
一
端
を
示
し
た
。本
稿
を
通
じ
て
、

三
種
の
神
器
の
原
型
と
な
る
「
三
種
の
レ
ガ
リ
ア
」
の
成
立
の
検
討

を
加
え
た
こ
と
が
、
古
代
に
お
け
る
天
皇
の
権
威
の
全
体
像
を
解
明

す
る
一
助
と
な
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。

光
孝
天
皇
と
宇
多
天
皇
の
践
祚
事
例
を
踏
ま
え
る
と
、
貞
観
に
動

座
さ
れ
な
く
な
っ
て
も
鏡
が
よ
り
神
聖
的
宝
物
に
な
っ
た
の
は
、
よ

り
後
世
と
考
え
ら
れ
る
。
現
代
に
通
ず
る
完
全
不
動
の
鏡
と
動
座
す

る
剣
璽
と
い
う
「
三
種
の
神
器
」
の
成
立
研
究
は
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。

【
註
】

（
1
）	

津
田
左
右
吉
「
古
語
拾
遺
の
研
究
」（『
日
本
古
典
の
研
究
下
』
岩
波

書
店
、
一
九
二
八
年
）

（
2
）	

瀧
川
政
次
郎
「
律
令
禁
物
考
（
下
）」（『
国
学
院
大
学
政
経
論
叢
』
一

一
―
一
、
一
九
六
二
年
）

（
3
）	

井
上
光
貞 

他
編
『
日
本
思
想
大
系
３　

律
令
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七

六
年
）

（
4
）	
黛
弘
道
「
三
種
の
神
器
に
つ
い
て
」（『
律
令
国
家
成
立
史
の
研
究
』、

吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
）

（
5
）	

近
藤
芳
樹
『
標
注
令
義
解
校
本
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
一
年
）
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（
6
）	

川
北
靖
之
「
律
令
に
お
け
る
「
神
璽
」
の
一
考
察
」（『
京
都
産
業
大

学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
、
一
九
九
五
年
）

（
7
）	
同
前

（
8
）	

平
城
天
皇
か
ら
嵯
峨
天
皇
へ
の
譲
位
は
『
日
本
後
紀
』
大
同
四
年
四

月
朔
日
条
に
記
さ
れ
、
嵯
峨
天
皇
か
ら
淳
和
天
皇
へ
の
譲
位
は
『
日

本
紀
略
』
弘
仁
十
四
年
四
月
十
六
日
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

両
者
の
史
料
に
は
、
新
帝
に
追
従
さ
れ
た
レ
ガ
リ
ア
が
記
さ
れ
て
い

な
い
。
従
っ
て
、
本
文
で
は
嵯
峨
天
皇
、
淳
和
天
皇
の
譲
位
は
省
略

し
た
。

（
9
）	

笠
井
純
一
「
大
刀
契
と
即
位
儀
礼
」（
続
日
本
紀
研
究
会
編
『
続
日
本

紀
の
時
代
』、
塙
書
房
、
一
九
九
四
年
）

（
10
）	

神
谷
正
昌
『
清
和
天
皇
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年
）

（
11
）	『
日
本
三
代
実
録
』
天
安
二
年
十
二
月
九
日
丙
申
条

（
12
）	

神
谷
前
掲
註
（
10
）
著
書
参
照
。

（
13
）	

同
前

（
14
）	

瀧
浪
貞
子
『
藤
原
良
房
・
基
経
―
藤
氏
の
は
じ
め
て
摂
政
・
関
白
し

た
ま
う
―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
七
年
）

（
15
）	『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
五
年
五
月
廿
日
壬
午
条

（
16
）	『
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
一
年
八
月
乙
酉
条

（
17
）	

同
前

（
18
）	

笹
山
晴
生
「
藤
原
良
房
の
史
的
位
置
―
時
代
の
転
機
に
果
た
し
た
役

割
―
」（『
平
安
初
期
の
王
権
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）

（
19
）	『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
三
年
正
月
十
三
日
戊
子
条

（
20
）	『
続
日
本
後
紀
』
天
長
十
年
三
月
庚
子
条

（
21
）	『
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
年
二
月
己
巳
条

（
22
）	『
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
四
年
五
月
乙
亥
条

（
23
）	『
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
四
年
五
月
辛
卯
条

（
24
）	『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
仁
寿
元
年
四
月
丁
卯
条

（
25
）	『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
斉
衡
三
年
十
一
月
壬
寅
条

（
26
）	

清
和
天
皇
は
、
崇
神
天
皇
と
立
場
が
似
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第

一
章
に
も
挙
げ
た
『
日
本
書
紀
』
崇
神
天
皇
条
に
は
、
崇
神
天
皇
五

年
に
疫
病
が
蔓
延
し
、
六
年
に
は
「
或
有
二
背
叛
一
。」
と
あ
る
よ
う

に
天
皇
に
背
く
者
が
お
り
、
天
皇
は
自
分
の
徳
で
は
治
め
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
と
述
べ
、
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
政
務
に
謹
み
励
み
、

天
神
地
祇
に
謝
罪
を
請
い
願
っ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
実

際
、『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
一
年
六
月
十
五
日
辛
丑
条
か
ら
、
同

年
に
新
羅
の
海
賊
が
貢
調
船
を
襲
撃
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
そ

し
て
、
そ
の
直
後
に
は
貞
観
の
大
地
震
が
発
生
し
、
清
和
天
皇
は
こ

の
時
、「
責
深
在
レ
予
」
と
述
べ
自
身
の
徳
を
責
め
て
い
る
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、清
和
天
皇
は
震
災
の
直
後
、『
日
本
三
代
実
録
』

貞
観
十
一
年
十
月
十
三
日
丁
酉
条
の
詔
に
て
「
其
被
レ
害
太
甚
者
、
勿

レ
輸
二
租
調
一
。
鰥
寡
孤
独
、
窮
不
レ
能
二
自
立
一
者
、
在
所
斟
量
、
厚

宣
二
支
濟
一
。
務
尽
二
矜
恤
之
旨
一
。
俾
レ
若
二
朕
親
覿
一
焉
。」
と
あ
る

よ
う
に
、
被
災
者
に
対
し
て
租
税
と
労
役
の
免
除
を
行
い
、
徳
の
あ

る
政
務
を
し
よ
う
と
心
掛
け
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
崇
神
天
皇

は
そ
の
後
、
天
照
大
神
の
神
威
を
畏
れ
、
天
照
大
神
（
＝
鏡
）
を
宮

中
よ
り
出
し
、
笠
縫
邑
に
安
置
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
清
和
天
皇

は
崇
神
天
皇
と
境
遇
が
似
て
お
り
、
か
つ
貞
観
年
間
は
呪
術
的
意
識
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が
強
か
っ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
た
め
、
清
和
天
皇
あ
る
い
は
天
皇
の

側
近
が
、
崇
神
天
皇
の
故
事
に
倣
い
、
宮
中
か
ら
出
さ
な
い
も
の
の

鏡
に
対
し
一
層
配
慮
す
る
こ
と
で
、
貞
観
年
間
の
天
災
を
少
し
で
も

鎮
め
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
27
）	『
二
十
二
社
註
式
』（『
群
書
類
従
』
二
十
二
に
よ
る
）
に
、「
人
皇
六

十
一
代
朱
雀
院
承
平
五
年
六
月
十
三
日
官
符
云
、
応
下
以
二
観
慶
寺
一

為
中
定
額
寺
上
事
。〈
字
祇
園
寺
〉在
二
山
城
国
愛
宕
郡
八
坂
郷
地
一
町
一
。

檜
皮
葺
三
間
堂
一
宇
〈
在
二
庇
四
面
一
〉、
檜
皮
葺
三
間
礼
堂
一
宇
〈
在
二

庇
四
面
一
〉。
安
二
置
薬
師
像
一
躰
、脇
士
菩
薩
像
二
躰
、観
音
像
一
躰
、

二
王
、
毘
頭
盧
一
躰
、
大
般
若
経
一
部
六
百
巻
一
。
神
殿
五
間
檜
皮
葺

一
宇
、
天
神
、
婆
利
女
、
八
王
子
。
五
間
檜
皮
葺
礼
堂
一
宇
。
右
得
二

山
城
国
解
一
偁
、
故
常
住
寺
十
禅
師
伝
燈
大
法
師
位
円
如
、
去
貞
観
年

中
奉
レ
為
二
建
立
一
也
。（
後
略
）」
と
あ
る
。
な
お
、
久
保
田
収
氏
は
、

祇
園
社
は
貞
観
十
八
年
に
僧
円
如
が
寺
院
を
建
立
し
、
ほ
ど
な
く
祇

園
神
が
垂
迹
し
た
も
の
と
結
論
付
け
て
お
り
、（
久
保
田
収
「
祇
園
社

の
創
始
に
つ
い
て
」（『
神
道
史
研
究
』
一
〇
―
六
、
一
九
六
二
年
）、

一
定
の
支
持
を
得
て
い
る
。

（
28
）	

中
井
真
孝
「
祇
園
社
の
創
祀
と
牛
頭
天
王
」（『
鷹
陵
史
学
』
一
九
、

一
九
九
四
年
）。
ま
た
、
中
井
氏
は
同
論
文
に
お
い
て
前
掲
註
（
27
）

の
久
保
田
氏
の
説
を
支
持
し
て
い
る
。

（
29
）	

松
前
健
「
祇
園
牛
頭
天
王
社
の
創
建
と
天
王
信
仰
の
源
流
」（『
角
田

文
衛
博
士
古
稀
記
念
古
代
学
叢
論
』、ビ
ク
ト
リ
ー
社
、一
九
八
三
年
）。

松
前
氏
は
同
論
文
に
お
い
て
、『
備
後
国
風
土
記
』
逸
文
の
「
備
後
国

風
土
記
曰
。
疫
隅
国
社
。
昔
北
海
坐
志
武
塔
神
。（
中
略
）。
吾
者
速

須
佐
雄
能
神
也
。」
と
い
う
史
料
や
、『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
八
年

七
月
十
三
日
乙
卯
条
の
「
播
磨
国
無
位
速
素
戔
烏
神
、
速
風
武
雄
神

並
授
二
従
五
位
下
一
。」
と
い
う
史
料
が
、
平
安
朝
よ
り
牛
頭
天
王
と

素
戔
嗚
尊
が
習
合
し
た
証
左
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
30
）	『
古
事
記
』
に
は
、「
天
照
大
御
神
、
先
乞
二
度
建
速
須
佐
之
男
命
所
レ

佩
十
拳
剣
一
、（
中
略
）。
速
須
佐
男
命
、
乞
下
度
天
照
大
御
神
所
レ
纏
二

左
御
美
豆
良
一
、八
尺
勾
珠
之
五
百
津
之
美
須
麻
流
珠
上
而
。」
と
あ
る
。

（
31
）	『
日
本
書
紀
』
神
代
上
第
六
段
の
本
文
に
は
、「
於
レ
是
天
照
大
神
乃
索
二

取
素
戔
嗚
尊
十
握
剣
一
、（
中
略
）、
既
而
素
戔
嗚
尊
乞
二
取
天
照
大
神

髻
・
鬘
及
腕
所
レ
纏
八
尺
瓊
之
五
百
箇
御
統
一
。」
と
あ
る
。

（
32
）	『
日
本
書
紀
』
神
代
上
第
六
段
の
〈
第
二
〉
の
一
書
に
は
、「
素
戔
嗚

尊
対
曰
、
吾
所
二
以
来
一
者
、
実
欲
二
与
レ
姉
相
見
一
。
亦
欲
レ
献
二
珍

宝
瑞
八
尺
瓊
之
曲
玉
一
耳
。（
中
略
）。
是
時
天
照
大
神
謂
二
素
戔
嗚

尊
一
曰
、
以
二
吾
所
レ
帯
之
剣
一
、
今
当
レ
奉
レ
汝
。
汝
以
二
汝
所
レ
持

八
尺
瓊
之
曲
玉
一
、
可
二
以
授
一
レ
予
矣
。」
と
あ
る
。

（
33
）	

前
掲
註
（
4
）
論
文
参
照
。

（
34
）	

小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守
校
注
・

訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
２
・
日
本
書
紀
①
』（
小
学
館
、
一
九

九
四
年
）

（
35
）	

日
本
紀
講
筵
と
『
日
本
紀
私
記
』
に
つ
い
て
は
、
北
川
和
秀
「
日
本

書
紀
私
記
」（『
国
史
大
系
書
目
解
題
』
下
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

〇
一
年)

参
照
。

（
36
）	

前
掲
註
（
6
）
論
文
参
照
。


